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4人から22 人へと復活となった

マンドリン部(ＴＭＯ)
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高高同窓会報

高崎駅前で市内行進を待つ三年生 2
8

和昭ぐ 年 ）
写真提供：山口英雄氏

昭和28 年(1953)10 月26 日愛媛大学

グラウンドで行 われた第8 回国民 体育

大会四国大会高校ラグビー競技 の決

勝･高崎高校対北海高校戦は、強豪北

海に先制された高 崎が終 盤 に追いつ

いて合い譲らず、3－3でノーサイドとな

り両校の優勝 が決 まった。創部から8

年目の快挙であった。だが、選手達は

やっと追いついての両校 優勝であり、

喜びに狂喜するというより、試 合が終

わってほっとしていたという。

ところが学 校ではこの報に歓喜し、

生 徒会が 中心になり高崎駅 に出迎え

市 中行 進を行うことになった。何も知

らない優勝ワイフティーンは、それを倉

賀野駅 まで 迎えにきた生徒会役 員に

知らされビックリしたという。

高崎高校ラグビー部は終 戦直後 の

昭和21年に創部されたが、この経緯 に

ついてはラグビー部の父ともいうべき

高草木 喬(第14 期) 氏 によれば、『終戦

直後高崎中学 校の生徒が 誇りと希望

を失い放心したように繁華街 をほう徨

している姿を見かけ先輩 の一人として
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私は心 を傷めたのである。～私は～高

崎中学校の富田先 生を尋 ね｢生徒にラ

グビーをさせ、生気 をよみがえらせてや

りましょう｣ と意気投 合』(｢ラグビー二

十年｣ より) し、ラグビーは乱 暴なゲー

ムと渋っていた内藤校長を説得して創

部にこぎつけた。22年には明治大学ラ

グビー部ＯＢの岡田由重氏( 後、教諭)

を監督に迎え強化を図り、着々と成果ｌ

を上げた。

そして、創部2 年目の22 年選手権大

会予選で前橋中28-3 で降してから32

年国体予 選で桐生工 にO-17 で負ける

まで、県 内101 連勝し、10年 にわたり無

敵を誇った。この間国体に6度、選手権

大会に3 度出場し、28年の 優勝 の後、

30 年の国体でも12－Oで水戸農を退け

2度 目の優勝 を飾っている。その後も

34 年国 体、35･57･59 年 に選手権大会

に出場、強豪校の地位を保っている。

かつてラグビーは高高の｢ 校技｣ とも

いわれ、体育の正課とされ、クラス対抗

も活気があふ れ、体育着は紺白のラグ

ビージャージーで、卒業記念品に校章

入りのコーナーフラッグが配られ、まさ

にラグビー一色だったのだ。

今 年はあと一歩! あの栄光を取り戻

す気概で 奮闘してくれ。

４

凱旋パレード（昭和 30 舵 写真提供：高崎市民新聞社
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高崎高等学校同窓会長(５７期)

佐藤　jfl断

同窓諸氏の御健勝、御活躍はまった

同慶の至りです。

最近の高高在校生は大変にお行儀

が良い。バンカラの気 風 は今で も残っ

ているが、我々の頃には、もう少しワル

ガキ風な奴も居 た。若い婦女子 が、男

言葉で聞き苦しい言 動をする今とき、

ご 挨 拶

少 し お 行 儀 が 良 過 ぎ る の で は と 心 配 に

な る 程 で あ る 謡 背 堂 で も 私 語 一 つ な い

いにし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●
し 、古 え の 海 軍 兵 学 校 も

、
か くや と 思 わ

れ る 程 、姿 勢 も 揺 れ な い し 乱 れ な い 。

２ 時 間 に 及 ぶ 講 演 で も 、し か り で あ る 。

そ れ で い て 決 し て
、ひ

弱 な 印 象 も 与 え

な い 。そ の 高 高 生 の 約2/3 が “ 自 分 か

ダ メ な 人 間 、あ る い は ダ メ な 人 間 で は な

い が と 思 っ て い る 。驚 き で あ る 。

マ ナ ー 、礼 を 失 し な い と い う の は 将

来 、 日 本 を 背 負 っ て 起 つ 人 間 に は 絶 対

必 要 で あ ろ う 。同 様 に 体 力
、
気 力

、
他 者

か ら 学 ぶ 力 も 不 可 欠 で あ ろ う 。

72 期 の 下 村 博 文 文 科 相 も そ の 事 を

充 分 見 越 し て 、冗 のヽ ス イ ッ チ を オ ン に

す る" 、“ 目 標 設 定 の 重 要 性 ≒ “ 志 を 持

つ こ と の 大 切 ダ を 講 演 で 力 説 さ れ た 。

受 験 勉 強 の 比 宰 が 高 ま る 中 で 、社 会

で 生 き て 行 く の に 役 立 っ 実 学" 、そ れ

を 得 る の に 必 要 な 読 書 、思 考 、最 大 の

高高同窓 会報

財産となる生涯の友を得る為に何かを

トコトンやってみることなどを、在校生

にアドバ イスされた。そして色紙に“意

思あるところ必ず道あり”と記して永く

校長室を飾ることとなった。

馬齢を重 ねた私にとっても、日本 の

行く末、少 子高齢化へ の対応 、負の遺

産をなるべく残さない、などが気がかり

である。若者 の教育がしっかりした方

向 性でなされることが、肝 要であると

痛感させられた。

そ のためにも教 育改革が必 要 なの

だと得心させられた。

高高卒業生の更なる活躍、社会への

貢献を期待したい。

医師、第一病 院院長

群馬県医師会副会長
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960 杯のカレー

高崎高等学校校長

羽鳥 進
-

同窓会並びに会員の皆様には、平素

から本 校の教育活動に対する温かい

ご理 解とご支援･ ご協力をいただいて

おり、お陰 様をもちまして教育 活動全

般に確実 に成果をあげているところで

あります。

さて、私は着任 時よりこれまで、毎年

三年生全員と10人くらいのグループで、

一度ずつ昼食をともにしました。前任の

藤倉校長が最後の年に、かつて中野校

長が行ったという話を伝え聞いて始 め

たことを引き継いだのですが、3年間で

960 人と会食したことになります。

メニューはカレーのみ。多いときには

週4 回も食べることになります。カレー

はかなりの高カロリーだということを、

ズボンのベルトの穴で実感しました。

その一方で、校長というのは普段 生

徒と接 することが意外 と少ないので 、

直接 語り合う機会を持てたことは大変

楽しくかつ有意義でした。

会食しながら、部活動の活動状 況や

意気込みを聞くと、試合を応援するとき

に熱の入り方が違ってきます。生 徒や

翠轡 祭実行委員会 から準備の苦労話

などを興味深く聴くこともありました。

将来の夢 を熱っぽく語ってくれる生 徒

もたくさんいました。太田や沼田といっ

た遠 方より通っている生 徒、玉村や榛

東よりはるばる自転車で通ってくれる

生徒 の通学 の様 子を知ることもで きま

した。父親や母親が 私の教え子だとい

うことを伝えられたことも幾 度となくあ

りました。

校 長 として学 校 経 営 を考えるとき

に、ややもすると生徒を集団としてのみ

捉えが ちで す。その点で 個々の生徒 の

様子を知る機 会を持てたことで、改め

て一人一人の生 徒を大 切にするという

教育の原点を確 認で きました。心なし

か廊 下です れ違うときの生 徒のあいさ

つ や表 情も違ってきたようにも感じま

す。

会 食の最後 には、一人一人 に決意を

込 めて 志 望大 学 を述べ てもらい まし

た。来春にそ れぞ れの志望が見事 に開

花してくれることを切に願います。

３
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人は誰でも故 郷を恋しくなる時があるものです。生まれた

上 地を一生 離 れず生 涯を終 わったとしても、生を受 けた上

地へ の愛 着の念 は、その時 列 二彷 彿として湧き上がるもの

です。ましてや志を立てて故 郷を離 れた人にとっては、それ

はやがて望 郷の念として心を掻き立てられ、例えば、故 郷の

山河 、生 活、家族、兄 弟、友 人などのことが折りに触れ脳 裏

に浮かび胸中をかすめるであろうことは十 分理 解できます。

それでも社会 の第 一線 で活 躍している時期は、その仕 事の

充実さと若さがそのような感 慨を寄せ付けず、特 別なことが

ない 限り、ほとんど無縁 でありましよエ しかし、ある一定 の時

間が 経過し、慌しさから開放されて新しい視点で物事 や生

き方を見つ めようとしたとき、人は自分の 意思と関わりなく故

郷を懐かしく恋しく思うようになるのかもしれません。

近代[1本の代表 的歌 人の一 人に100 歳 の天命を全うし

た本 県 出身、高 崎高 校( 当 時は高崎 中学) 同 窓生 の土屋

文 明がいます。文 明は誠に骨 太な人生を送ったと私は捉え

ていますが、その文 明にも故 郷をテーマにした歌 が多 数あり

ます。文 明 は故 郷をどのように歌っているのか、その望 郷歌

にスポットをあて、偉大な歌 人･ 上 屋 文明の来し方と故 郷を

思う心を改めて考えてみたいと思います。

◆ 一 命

此 の見ゆる地平霞むにあくがれて出で行きし日のかへることなし

(続々青 南 集)

明 治42 年(1909)4 月、伊 藤 左 千 夫 を訪 ねて上 京 す る時

の 回 想 歌 で す 。:文明 は 、現 在 の 高 崎 市 保 渡 田 町( 当 時 の

西 群 馬 郡 上 郊 村 保 渡 田) に生 を受 けます が 、この 地 は東･

西･ 北 の三 方 加 山 に囲まれて南 の みが 遮 るものが 無く明るく

開 け ており、まさに｢ 地 平 霞 む｣ であり、志 を立 てて上 京して

いく文 明（L9 歳 の 決 意が｢ あくが れて｣ によく表 われています 。

南 方 に 開 け た そ の風 景 の先 に は 、 自 分 の 可 能 性 を広 げ

る場 所 一東 京 が あ る、と文 明 は 心 に 誓 い 育 んでい たの で

４

しょう。

文 明は上京 後、左 千夫 の牛 舎で働きながら文学 修 行を

志し、第一 高等 学校 、東 京帝 国大学に入 学、様々な文学 経

験を積むことになります。そして帝 国大 学卒 業の翌年 、27歳

で歌 誌『アララギ』の選者 になり、40歳 からは、斎 藤 茂吉 に

代 わって編集 発 行 人となり、五 味保 義 に引き継ぐ62 歳まで

短歌 の指 導、｢アララギ｣ の運営 に当たっていました心 の問

20代後 半から30代前 半は教育者として諏訪･ 松 本に赴任、

50 歳前 後 からは『万 葉 集』の研 究、新 聞各 紙 の歌 壇 の選

者、さらに歌集や歌論書 の刊 行等 々精力 的な活動を行って

います。特 に万葉 集研 究については、その成果を昭和24 年

から31年の間に『万葉 集 私注』(全20 巻 使 して発 表してい

ます。59歳 から66歳 のことでした。今 でこそ60 代 はまだまだ

元気 ですが、当時 の社 会 状勢 からみ ればこの年 齢での活

躍 ぶりは目を見張るばかりで、誠 に心 身ともに健康 で元 気

だったと推測できます。90歳を超 えてからも歌 集や歌 論書 の

発 行、講話 等も行っており、私か 文 明の 人生を｢骨 太 の 人

生｣と捉えているのもここに起因しています。

しかし、文 明 は上 京して以 来 、数えるしか故 郷 の土 地を

踏 みませんでした。:丈明にとって故 郷 はどんな所として捉え

られていたのでしょうか。

命 二 命

毛の国はいつもかわける冬 の原あからさまにも吾が村の見ゆ

(往 還集)

ふるさとの盆も今夜 はすみぬらむあはれ様々に人は過ぎにし

(山谷集)

故郷の山の写真を引きのばし雲ある空にこひつつぞ居る

(少安集)

これらの歌 からは、文 明が純 粋 に故 郷を追慕している心

が読み取れるのですが、次のような歌も登場します。



父 の代 よりいりくめる金のいきさつに帰る目なけむあはれ故さと

(山 谷 集)

吾が 父 が 石灰 やきて 損したる青 倉 山 に夕日か が やく

(往 還 集)

道 の上 に古 里 人に恐 むや老 い て 行我 を人 か へりみず

伯 流 泉)

故 郷 を思 うとき、そ れ はす べ てが 楽しいことば かりではな

いとい うことは 、成 人した大 人 であ れ ば 誰 でも気 付 くことで

す 。文 明 にとっても故 郷 は 父 親 の 事 業 の 失 敗 など で辛く悲

し 場ヽ 所 でもありました。そ れでも故 郷 は 心 の 拠 り所 であり、

榛 名 山 を背 後 に控 えた桑 畑 の中 の 生 家 、少 年 時代 の我 が

身を支 えてくれた家 族 、周 囲 の 人 々、地 域 に根 付 い た祭･ 風

習 、近くを流 れてい た井 野 川 で の川 遊 びなどが 、骨 太に 見

えるその 人 生 の折 々に 、ふ つ ふ つと湧 き上 が ってい たの に

違いありませ ん。文 明 の望 郷 歌 は 、ある一 定 の 時 間にとどま

らずに 見い 出すことが できます 。

◆ 三 舎

私は一度 だけ土 屋文明先生にお会いしたことがあります。

大学1 年の冬、東 京 神田神 保 町の交差 点 角にある岩波

ビルの9 階の集 会室。短 歌 結社｢ アララギ｣ の月1回 の合評

会の席で、私の短 歌を上 屋 先生に直接 指導してい ただけ

ることになったのです。私は学生 時 代の4 年 回｢ アララギ｣ に

所 属し合 評 会にも時々出席していましたが 、上 屋先 生にお

会いできたのはこの時が最初で最後でした。先生と私の母

校が同じということを知っていた事 務局の方が 、特 別の計ら

いをしてくれたのでした。土 屋先 生 の短 歌 指導 は極めて厳

しいということは定説となっていましたので、何を言われるの

か身を細くして短歌 を書 き記した原稿 用 紙をそっと差し出

し、その言葉を待っていました。

｢ 君は出身ほどこなの｣

｢ はい、群 馬です。高崎 高校を出ました｣

｢ほう、そうかい、そうかい。ほうー｣

何度もそう言ってテーブルの上に身を乗り出し、私の顔や

姿をまじまじと眺めました。私も開き直って先生 の顔を直視し

たのです が、まず口 の上 の白い髭 が日に飛び 込み、そして

歳を召しながらも何とも風格 のある、やや頬のこけた卵形 の

お顔 、そして何よりも目付きの優しさが 私の緊 張 感を一気 に

解きほぐしてくれました。そのあとの会話は詳 細には覚えてい

ませんが、私の実 家の職業 や家 族のこと、最 近の群馬の様

子などについて七 っかりとした口調で 聞かれたことを記憶し

ています。この時土 屋先 生 は81～82 歳ごろ。群馬･ 吾 妻川

戸での6年 半の疎 開生活を経て東京 青 山南 町に帰り住み、

安 住の地を得て歌壇 の最長 老として活躍していた頃です

が、その一方で故 郷の思いが強まっていった頃でもありまし

た。今にして思えば、偶然目の前 に座った故 郷･ 群 馬と母校

を同じにする私に もしかしたらある種 の懐かしさを感じてく

れていたのかもしれませ ん。

報会窓同高高

命 四 ◆

青き上に榛名をとはのまぼろしに出でて帰らぬ我のみにあらし

(青南 集)

生前 、自分白身の歌 碑建 立 の許 可を出さなかった文 明

が、唯 一認 めた歌 碑が平 成2 年(1990) に故 郷群 馬 町( 当

時) 保 渡 田の薬 師公 園の一 角に建てられました。100歳 の

誕生日を迎える2週 間ほど前 の9月5田 こ、妹の八千 代氏、三

女の静子 氏 、｢アララギ｣ 編集 発行 人の小 市巳 世司 氏等を

迎えて除幕 式が行 われました。77歳 の 時に刊 行した｢ 青 南

集｣ の中の｢5 万 分 の1 地形 図 榛 名 山｣ からの一首 で、自分

の故 郷の地 図を見て歌ったもので 感慨 胸に迫るものがあり

ます。この 頃の文明 はひたすらベッドの上 での生 活となりま

すが、付き添う子どもたちに話すことのほとんどは、故郷の保

渡田 のことだったそうです。そして、そ の約3 ヵ月後、歌に捧

げた満100 歳の生 涯を閉じました。

何を思ひ貧しきふるさと出で来にし人助けずば行き倒れけむ

(青南 集以後)

◆ 五 令

今 年 の1 月拓 日、私 は生 まれて 初 めて 皇 居 宮 殿 に向 いま

した。平 成25 年 の宮 中｢ 歌 会 始｣ に出 席 するためで す 。

いつ せ いに 蚕は 赤さ頭 立 て糸 吐く刻 をひたすらに待 つ

(平 成25 年 詠 進 歌)

皇 居 周 辺 は2 日前 に 降った雪 が そのまま溶 け ず に残 って

いて 一 面 の 銀 世 界。荘 厳 な佇まいを見せ る広 大 な宮 殿 。深

閑とした 空気 が 張り詰 め るなか 、古 式 に 則って｢ 歌 会 始｣ は

始 まりました。入 選した 私 の 詠 進 歌 は 、養 蚕 農 家 に育った私

か 、か つ て 養 蚕 の 手 伝 い をしてい た 時 に 体 験しかことを詠

んだもの です 汀 歌 会始｣ は宮 中 の古 い 伝 統 行 事 で 、天 皇 皇

后 両 陛 下 をけじめ 、皇 族 、召 人 、選 者 、一 般 の人 選 者 、さら

に 来 賓として各 国 の 要 人 や 各 分 野 の 第 一 人 者 が列 席し 、

極 めて厳 粛 な雰 囲 気 の 巾 で進 行しまし たが 、一 方 で 、宮 中

の 正 月の 儀 式 にふさわしい 華 や かさもありました 。今 回 の召

人 は 岡 野 弘 彦 氏 でした が 、土 屋 文 明も昭 和38 年 、73歳 の

時に召 人として出 席しています 。選 者も9年 務 めました。養 蚕

風 景 の 一 場 面 を詠 ん だ 私 の 歌 を 、がっ ての日本 一 の 養 蚕

県 群 馬 が 輩 出した偉 大 な歌 人･ 上 屋 文 明 はどのように評 価

してくれているのでしょうか 。

100 歳と2ヵ月という長 い 人 生 を生 き抜 き、最 後まで作 歌 活

動 を続 け た 土 屋 文 明 の 精 力 的 な活 動 の 基 盤 には 、故 郷･

保 渡 田 へ の思 い があっだからこそと、今 改 めて思うの です 。

※文中 、人名について敬称 を付けたところと無いところがあります

が、文の内容･ 構成上 、使い 分けて表記してあります。

５



高高同窓会報

神宮球場にて

戦時下の野球の思い出

大山
《語る人》大山 吉造(44 期) 《聞き手》田端 穣（

T十り £ｈ
□ 淵１

内は田端註

箭価拳推参卑参嶺榛推参無職廠棒穆拳參弗奔命表痛參発心藤爾･外物希々參中学夕徨倹や窄寺審箭祁鎗参考骨節億町茨，令雷廠森纏盲拳拳命弗亭苓･電啓摯･乖曜参考療胆や零豹參今御や考簒参母番奢希縦糸雷膨魯嶮命４疼倦吻努恰胆

○ 大 山さんは昭 和15 年(1940 年) 高 崎 中学 校 へ 入 学 、20年

(1945 年) 卒 業しましたが 、この 在 学 中は日中 戦争 から太 平

洋 戦 争という戦 時 下 で 、平 時 の 学 校 生 活 では 味 わえない 経

験をしていると思 います 。また、野 球 部に所 属しており、厳しい

状 況 にお か れた 野 球 部 についても実 感していると思 います 。

今 川 よそんな状 況 下 の 高 中 時 代 のお 話 をお 伺いし たいと思

います ので 、よろしくお 願いします 。まず 始 めに大 山さんと野 球

の出 会いについてお 願いします 。

《大 山 》 私 は群 馬 郡 長 野 村( 現 在 高 崎 市 長 野学 校 区) 出

身で す。当 時( 昭 和10 年 代 前 半) は長 野 村 では 野 球 はやら

れてはおりませ ん でしたが 、私 が 小 学 校5 年 生 の 頃 近 所 に

高 崎 から引 つ越 してきた鈴 木 さん が 高 崎 商 業 の 野 球 部 に

入ってい て、その 人 の手 ほどきでキャッチボール や三 角 ベ ー

ス程 度 はやるようになりました。当 時 高 商 は強くて。高 商 が北

関 東 大 会 で足 利 工 に 勝って甲 子 園 出 場 を決 めた 試合( 昭

和15 年) には 、自 転 車で 敷 島 公 園まで応 援 に行きました。

◎ 高 崎 中学 野 球 部 へ は、どんな経 緯 で入 ったのです か 。

《大 山》 きちっとした指 導 をうけたことはなく、プレーをした

こともない の で、中 学 校 で 野 球 をする気 はありませ ん でした

が、1年 生 の 秋 頃 クラス対 抗 の 試 合 で キャッチャーをしてい

ると、当 時4 年 生 の 福 田さん( 栄 一・41 期) が｢ 俺 が卒 業 する

とキャッチャーがい なくなるの で 、お 前 野 球 部 に入 れ｣と強く

誘われて、入 部 することにしました。

◎それでは本格的 に野 球を始 めるのは、昭和16 年ということ

になりますね心 の年は対 米英 戦争が始まる年ですが。野 球

部の活動に何か変化はありましたか。

《大山》 特別 に変化 はなかったと記憶しています。私は補

６

欠で県大会に出場しましたが、準決勝で桐生 中学に負けて

しまいました。優勝したのは桐中でしたが、戦 争目前 の情勢

のため全国大会 は中止になってしまいました。私たちは負け

てしまっていたし、全国 大会 が中 止になってもこのような緊

迫した情勢ではしょうがないかなという気持ちでしたね。私に

とっては、新 米キャッチャーとして、金 森さん(甲 子 夫・42期)

の剛球を受けるのに精一杯 で、プレー以 外 のことには気が

回りませんでしたね。

◎この時期多くの学 校では野 球に対 する風当たりが 強く、ま

た物 資不足でも苦労し、学校によっては野 球部の解散もあっ

たようですが、高中ではどうでしたが。

《大 山》 確かに他校では休部 や解散 するところが多かった

ようですが、高 中では配 属将 校( 軍 事教 練指 導のために学

校に駐 在していた軍 人) からのいやがらせや干渉もなく、こ

れまでどおり自由に活動できておりました。ただ17 年 頃にな

ると、金属の供出のためスパイクの靴底 の金具まで外される

ようになり、ボールは毎日家に持ち帰り切 れた縫い目を繕い

ました。ただ、私たちバッテリーには定期的に新しいボールが

支 給されて、そう不自由はしなかったように記憶しています。

Ｏ そうですか。当時とすれば高中は恵まれていましたね。とこ

ろで、16年に中止 になった全 国大 会が、17年6 月になって急

濾実施されることになっだのですが、これには高 中はどのよう

に対応したのですか。

《大 山》 先に話したように、私たちはずっと練習を続けてい

たので問題なく対応できましたが、県下では休部 や解散した

学校が多く、また、たとえ代表 になっても関 東大会が行われ

る東 京へ 選手を送る余裕 のない学 校がほとんどで、県予選



出場辞 退が相次ぎ、結局 ずっと練習を続けていた高中と桐

中が県代表として関東大会に出場しました。

○この全国人 会はこれまでと違って文 部 省が上 催し、戦争

最中ということで、さまざまな特 殊ル丿ﾚ 、例えば最 後まで戦う

敢 闘精神を養うために 選手交代を認めないとか、サイレンで

なくラッパで試合を始めるとかあったようですが、町 束大 会で

はどうでしたが。またこの大会の思い出もお話し下さい。

《大山》 この年 の全国大会 は出場高数 を絞ったため地 方

大会の再 編が行われ、北関東代 表は群 馬、栃木、茨城、埼
‐
コ

・

は会大がたしまＪＩなことこう戦で玉

ﾋ関東・南関東合同の

関東 大会として東京 の神 宮 球場で行 われました。そして決

勝に進出した南 北2 校が南・北の代表となりました。

当時高中野球部には普段は監督がおらず、大会が近づく

と6大学や東都の現 役学生 をコーチとして招いて、このコー

チが監督として大会に臨んでい たので、このときも中央 大

学の選手に率いてもらいました。

関東 大会ではこれまでと違った特 別なルールはなかった

と思いますが、変 わったといえば、ユニフォームの 校名 の

｢ＴＡＫＡＣＨＵ｣を｢高中｣ に変えさせられ、大会使用球がやや

小さかったように記憶してます。(ジュニアボール＝中学生 の

体力に合 わせ、また資 源の節約 の見 地 から東 京の関係 者

が考案、関東地区の各連盟が承認)

試合は一回 戦で大 宮工に勝ちました(2－1) が、2回 戦で

は優勝候補 の水戸商 業に当たってしまい、大敗(O －9) しま

した。水戸商は石井さん( 早大・同監 督・全日本 監督・殿堂入

り)が投打 の大黒 柱で、3年 生だった私の15 歳に対し、高等

科( 小学 校6 年 修了後、さらに2年 間就 学) から入学した5年

生 の石井さんは、この年には19 歳 になろうとしていておっさ

んみたいでした。しかも当時としては飛び 抜けた長 身(181

牡) で、小さめの使用 球は手 の中に隠 れてしまうほどで、天

井から落ちてくるようなボールには手も足も出ませんでした。

大会はこの水戸商が優勝しました。

○この年を最後に中等野 球は巾断してしまいますね。
４Ｆ高 ｺ野

球部はどうなりましたか。

《大山》 たしか、東 京から帰った後、野 球部が残っている高

崎、桐生、前橋の数 校で護 国神 社 への奉納 大会(?) があっ

て、これが中学 校での野球の最後でした。その後18 年4 月に

野 球部は正式に解散しました。この年 から農村 への勤労奉

仕、19年 には市内 の工場 への勤 労動 員が終戦 まで 続きま

した。

○戦争 末期 の卒業 でしたが、そのあたりの事 情を含めて戦

後の事 情についてお話し下さい。

一白-

『司

･ ¬

『 司 同窓会報

《大山》 あの頃はみんな軍隊に行きたいと思ってました。私

も予備海兵 団を受 験しましたが、蓄 膿症を理由 に不合格で

したので、桐生 工 専( 桐生 工 業専 門 学 校、現・群馬 大学 工
｛
筏

学
5)Cこ入学しました。この蓄 膿症については後日誤診とい

われ、軍隊がいい加減なところだと思いましたね。

桐生工専 在学 中に終戦を迎え、また野 球が始まり、工専

で野球をしながら高 中野 球部 の復 活も手助けしました。卒

業後 入社した上信 電 鉄にも野球部 があり、軟 式でしたが全

国 大会で優勝を争うほどになりました。これには入社しても

らった高中野 球部の先輩 福田さんと金森さんが大いに貢献

してくれました。また部 員の今 野さんは、17年の全 国大会 に

台湾 代表( 当時 台湾は日本 の植 民地) の台 北工 業の選手

として活躍した人で、戦 後引き揚げてこられ倉 賀野におりま

し た 。

このように、戦後には中学時代の野球部活動を不完全

燃焼に終わった世 代が、思い切り野 球を楽しみました。平和

のありがたさを心 から味 わい ました。

(44期　元土信電鉄(株)常務)

*幻の甲子園＝昭和16年、全国中等学校優勝野球大会は文部省

の一片 の通達で巾止させられた辻 ころが翌年6 月､これまでの主催

者朝日新聞社を排 除して、文 部省及びその外郭団 体・大日本学徒

体育振興 会の主 催で開催することが 通達された。朝日新聞社は二

の大 会を第28 回大 会とし､優 勝旗も引き継ぐよう申し入れたが却下

され､名称を｢人日本学 徒体育振興大 会｣管轄下の｢ 第1[可全 国中

等 学校体育 大 会野球大 会止して実 施された。このため朝日新聞

社はこの大 会を認めず、通算回数に入れず、記 録も認めていない。

このためこの大会は、｢幻の甲了個 止 いわれている。

なお 、この優勝校 徳島商業に授与された粗末な幟旗(智・勇・仁

と書かれていた壮 表 彰状は、20年7 月の空襲で焼 失してしまい現

存 し なし

４

‘Ｉ

Ｉ 驚 彦

TＡＫＡＣＨＵ から高中 へ

７



高高同窓会報

清野先生の思い出

3年 前 の市 長 選運 動 中、ある会 合で各テーブ ルを回って

いたとき、品のいい女 性にご挨拶 をし、お名前をお 聞きすると

日 せいの』と申します止 言う汀 母 校の高崎 高校に[せいの]

という先 生 かいらっしゃいましたが 、珍しいお 名前です ね壮

私か言うと、｢私の父です止汀エーツ。清野先生のお嬢さん

ですか。亡くなられたお父 上にはお世 話 になりました止 言う

と、｢変わった父でしたでしよ止 言う汀とんでもありませ ん止 申

し上げた。

変わった人なんかでは断じてない。実力 のある先 生で、教

大方 は厳しかった。古文 の文法を次々順 番に生 徒に答えさ

せ、答えられないとその場で立 だされた。勉 強していない生

徒は、しょっちゅうなので面白くなかったであろう。

そういうことで清野 先生に対し恨 みを持った者 がいたのだ

ろうか。卒業式 の後 、清 野先 生を何 人かの生 徒かなぐったと

匍' ．

局

ｔ ．

局

忘れじ

一 一 - 一 一 ･

高崎高等学校を卒業してはや38年、現 在56歳となり、来

年自衛 隊の定年 を迎 える。この時期 に高 高 の蛮カラバラの

花 咲く校 庭、自由 閥達 だったあの 頃を思 い出しつつ、今まで

の半生を振り返る機会をいただき、ありかたくこの原稿に向っ

ている。

児い起こせば、高校3年間、実に色んな事に 悒み行 動し 、

大きな希望を持ったり、落ち込 んだりしたものだ。入学した頃

は外科医に| 童れたりしたものの、3年に進級する頃にはどうし

たものかと悩 み、そんな頃、｢君も副縦隊の幹部を目指してみ

ないかj と誘 われた。妙 に｢ 幹 部｣ という言葉 に魅 入られ、何

か大きな仕事にかかわれるのではと漠然ながら希 望を膨らま

せていた。

しかし、現 実は結構 厳しかっと。防衛大学 校に入学してみ

８

富岡　賢治
高崎市長64 期

-

いう噂を卒業 後30 年も経って 聞いた。6年 間のソビエト抑 留

生活を経験した筋 金入りの先生のことだから、おそらく黙って

なぐられるままでいたのではないか。真 偽 のほどは知らない。

しかし、誰 だか知らんが何もなぐらなくてもと思った。

古 武士 然として近寄りがたかったが 、実 に優しいまなざし

を持った先 生であった。お嬢さんに｢本 当にいい先 生でした

よ且 一言 申し上げた。心 からそう思うのだ。高高 で手を抜 か

ず一生 懸 命 教えていたのに 卒業 式になぐられたのでは清

野先 生もつらかったであろう。

学 校には、名物 の先生 がいる。高高にも何十 年 経っても同

窓会で話題になる名物 の先生 が何 人もいた。清野先 生は間

違いなくその一 人であった。私か｢ 市 長になりました。よろしく

お願いします止 向こうの世 界に挨拶 にでも行ったら、どう答え

られるだろうか汀フム止 言って、後は何も言 わないだろうな。

堀口　英利
自衛官･中部方面総監　74 期

ると、明日の幹 部を育てるという明 確な目的をもって勉学 、体

力そしてジェントルマンとしての素 養 を24 時 間365 日鍛えら

れ、更 には時々断府官として必須 の訓練もこなす日々を過ご

した。23歳となって第一線 部 隊に配 属されると、約30 名 の部

下 に迎えられた。自分より若い者も多少 居たが大 半 が年上、

しかも父 親程の先 輩を含めて指揮・統率することとなり、内心

ドキドキしながらも平然 たる態 度を装い皆の前 に立った。しか

し、部 下達 は何も経 験のない自分をやさしく迎い 入 れ、指揮

官としての私の立場を尊 重しながら手 取り足 取り教えながら

小隊長らしく育ててくれた。

気がっけば、今 、約2 万7000 名を指揮 する総監という立場

となった。この間、私の心の支えとなった一つに高高の負けじ

魂があったことは回違いない。
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フェイスブックでつながる

同窓生 山

フィロソフィ保険サー

86 期 の一 文字 守 君からフェイスブックでメッセージが 入っ

た。サンフランシスコでワールドベ ースボールクラシンクの大会

に日本が出場するので、見に行くらしい。ロサンゼルスに在往

する私は車で行くと6時 間程度 、サンフランシスコも十分ドライ

ブ 圏内。二こつ返 事で、妻と二 人でサンフランシスコへ 行くこと

にした 。

一文 字君は高高 の後輩 だが、慶雁の大学 院(ビジネスス

クール)では彼が先 輩という面白い 関係で、最 後口会ったの

は、私か90 年 に入 社した全日空を97 年 に辞 めてビジネスス

クールに行く際に相 談したのが最 後ではなかったろうか? 実

に16年ぶりの再会だった。

一 文字 君に限らず、最 近 はフェイスブックでつながってい

る懐かし 同ヽ級生も増えている。2年6 組で席を並べ た山崎

隆之君は高高時 代から名サックスプレーヤーだったが、県庁

で働く今でもボランティアであちこちで演 奏している様子を拝

口　憲和
ビス社長　84 期
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見 させ て い た だ い て い る 。写 真 を掲 載 して 伝 え てくれ る群 馬

の 風 景 が 懐 力七 い 。

当 時 の 生 徒 会 長 だっ た 神 戸 金 史 君 はジャー ナリストとして

九 升|のＲＫＢ毎 日 放 送 で 活 躍 中 。番 組 作 りの 話 や 世 相 のこと

に 関し て 熱く語 ってくれる 。まっ たく背 と変 かって い ない 。

実 は こ の 原 稿 の 依 頼 も、フェ イスブ ックで つ な か っ た 粕 川

老 師 のお 声 か け だっ た 。我 々が 来 年 度 の 幹 事 期 とのことで 、

フェ イスブ ックの コミュニ テ ィも活 用 し て み んなをﾘｰ ﾄ じ てくれ

てい る 。

私 自 身 は20 ㈲ 年 に 渡 米 し 、2009 年 に は 永 住 権 を 取 得 し

て 独 立 。ロ サ ンゼ ル スで 保 険 と労 務 の サ ービ ス 会 社 を 経 営 し

て いる 。お 近 くへ お 越し で す か? 是 非 フェ イスブ ックで メッセ ー

ジ 剣

https ／ ｗ　ｗ ｗ.ｆａｃｅｂｏｏｋ.ｃｏｍ/ ｎｏrika ｚｕｙａｍａｇｕｃhi

第112 回 同窓会 郷土愛、

母校愛ど おもてなしの心 ”

小此木 正信
83 期代表幹事 株式会社トーエー商会 代表取締役社長兼ＣＥＯ

この度、第112 回同窓会 新年総 会の担 当期を務めさせていただきます83 期代 表幹事 の小此 木正 信です。

1984 年3 月に高高を卒業し、ちょうど30 年 後の節日の年に当たりますが、まだまだ昔を懐 かしむような年齢でもな

く、大学 生の1986 年12 月には、日本のバブル経済がスタートし、社会 人になって間もなくバブルが崩壊 。1995 年

1月には、日本を震 憾させる阪神 づ炎路大 震 災が起こり、甚大な被害がありました。その後21 世 紀に入っても景

気 ・経済の回復 が足踏み状 態での巾、201 士年3 川こあの東日本大震 災が発生し、原発の問題 にも発展しまし

た。その後 株価暴 落へと土 かし、2012 年には、政 権交代もあり、景気 ・経 済も徐 々に上向きへといったこの30

年。そして、これからの未 来2020 年には、56 年ぶりとなる東 京才リンビンク開催という喜ばしいこともあります。そん

な高 高卒業 後、30年 出 こして、改めて同級生か一 堂に会して、中心となって112 回同 窓会を進めさせていただけ

ることはとても嬉しいことです。

郷土愛、母 校愛 、そして友 情を再認識しながら、おもてなしの心を持って担当期を務めさせていただきます。

どうぞ宜しくお願いいたします。
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私の仕事史

～欧米を駆け巡った25 年～

JＰモルガン アセット マネージメント株式会社顧問　54 期

青９

ｑｑ

Ｓ 水 明
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仕事について書くように依 頼され

たが、私は54 期なので今 年77 歳、将

来は描けない ので 自分 の最 も忙し

かった50 歳 まで の仕事人生を振 り

返ってみる

早稲田を出て野村証券に入ったの

が54 年前の1959 年( 昭和34 年)、御

袋 に就 職が決 まったと電 話したら

“大学を出て株屋になるのか とがっ

かりされたがそれが証券会社の社会

的な評 価だった。４月１日に入社する

と当時はすぐ命課、外国部勤務を命

じられた。野村が外国業 務をしてい

るなんて知らなかったのでこれには

驚いた。一年 後くらいに人事部長に

何故に私か外国部 に配属されたか

聞いたら、“お前が英語 の試験で一

番だったから"と言われた。1957～59

年はいわゆる神武景気のあとの鍋底

不況の就職難で、対 策として大学４

年 になった 時 から朝日イブニ ング

ニュースをとり、全部は読めないので

社説 だけは読 むよ引こ心がけてい

た。野村の入社試験(面接以外 に英、

国、社会の筆記試験 があった) には

字引を引いて読 んだことのある１週

１０

間ほど前の 社説 がそのまま出てい た

ので 、別 に実力 が あったわけ で はな

い 。で もこれが 私の 仕事人生 をばぼ

決 めるとは神のみぞ知る、であった。

外 国 部 と言って総 勢25 人くらいで

あ とＮＹ事務 所に3 人の小所帯 、東 京

で の主 な仕事 は立 川や厚 木 の 米 軍

ベースの軍 人や軍 属と日本 株 の 売 買

をすること。英語 を話さない と商売 に

ならない ので 、勤 務 の後目米 英 会話

学 院 の夜学 に通った。当 時 の野 村 の

トップが海 外 進 出に野心を持 ってい

て、入社して2 年後 の1961 年 に社 内留

学 制度 を作り、毎 年 数 人の社 員を外

国 の大 学 院で 学 ばせるこ とに 決 め

た。幸い 第1[回生の一人に選ばれ、2年

間ペ ンシルベニア大 学 のウォートン

ビジネススクールに留 学した。当時 の

アメリカはケネディ政 権下繁 栄を謳歌

しており、日米 の生活 水準 のあ まりの

格 差 に驚 かされた。しかし何 より大

変 だったのが 授業 で 、劣等 生の悲 哀

を十分に昧 わった。

1963 年 に帰国 すると国 際 投 資 銀

行 業 務 に 配 属 さ れ 、日 本 企 業 が

ニ ューヨー ク市 場 やユーロド ル市 場

で 証 券 を 発 行 す る 仕 事 を3 年 ほ ど

やっ た 。1966 年 再 び アメリカへ 、今 度

はＮＹ支 店 勤 務 を 命 ぜ られ ３歳 の 長

男 を 連 れ 家 族 で 赴 任 し た 。米 国 の 投

信 や 年 金 の 運 用 会 社 に 口本へ の投 資

を勧 め る 機 関 投 資 家 営 業 を やっ た 。

当 時 の 野 村 は 金融 の プ ロ の 間 で もあ

まり知 ら れて い ず 、電 話 で アポ をとる

にして も“Ｗｈａt is Ｎｏｍｕｒａ" と言 わ

れ る 始 末 。プ ロが 相 手 だ け に 日本 経

済 や 企 業 の 高 度 の 分 析 を要 求 さ れ 、

む しろ 顧 客 か らや り方 を 教 わ りな が

らリ ポ ート を 作 り外 交 し た 。当 時 の

ＮＹ 市 場 は 高 値 圏 で 、そ れ に 比 べ 日

本 のソニ ー の 様 な 成 長 株 のＰＥＲ( 株

価 収 益 率) が 魅 力 的 に な り 、２年 ほ

ど苦 し んだ後 地 道 な外 交 の 成 果 が 出

て 来 た 。

そ の 頃 の 野 村 の 海 外 勤 務 の ロ ー

テ ーシ ョン は3 ～4 年 で そろ そろ 帰 国

出 来 る か と思 い 始 め た1969 年 、転 勤

を 命 ぜ られ た が 行 先 はＬｏｎｄｏｎたっ

た 。海 外 か ら 海 外 へ の 最 初 の ケ ース

に なって しまっ た 。ち ょっ と落 ち込 ん

でい た時 に 当 時 日 本 で話 題 の可 罵遼

太 郎 の 坂 の 上 の 雲 を人 手 、一 気 に 読



丁した。日本の勃興期の青年の志と

情熱に感動し、また日露戦争の戦費

調達のための日本の外債を快く引き

受けてくれたCitｙで働くことに意欲

が出てきた。ロンドンでは引き続き機

関投 資家外交をやったが 欧州全 域

をカバーするため頻繁に出張し多忙

を極めた計970 年末のある日、出張先

のミラノに東京から電話があり、組織

の若返りを決めたので71年からお前

が支店長をやれと突然言われた。35

歳の私か日本人の最 年長なので、野

村でも一番若い支店だったと思う。

若者 集団だけにまとまりも良く意

欲満々で船 出したのだが好事 魔多

し、思いもよらない2つの大波(ショッ

クバこ翻弄された。最初は1971 年8月

のニクソン大 統領のドル防衛策で、

円は360 円から308 円に切り上がり、

その後変動制に移行した。口本の株

価は暴 落したが、変動制までの2 週

間に円かもっと高くなると見込 んだ

欧仲|の投資家は、預金等 の金融市場

が閉鎖されたため唯一開いていた株

式市場に殺到し、我 々にとって新規

顧客が次 と々誕生した。機を見るに敏

で決断の早い国際投 資家の行動は

私にとって良い勉強になった。次の大

波は1973 年10月、第４次中東戦争が

起きたのを契機にＯＰＥＣ加盟国が原

油価格を一気に90％引き上げたオイ

ルショックだった。すべての石油を輸

入に頼っている日本にとって重大 危

機で、株価は30 ％下がり再び冬の時

代に入った。日本の企業が合理化に

必死の努力をして、ようやく経済が落

ち着きを取り戻した1976 年に東京に

戻った。3歳でＮＹに行った長男は13

歳になり、ロンドン生まれの次男も４

歳にして初めて日本の土を踏んで10

年に亘った海外 生活も一旦ピリオド

を打った。

東京では海外 機関投資家のため

に日本経済や企業 の分析リポートを

英文で作る海外投 資顧問室の室長

となった。海外留学から帰ってきた若

いアナリストが中心で、企業分析を学

んで将来の支店駐在員を育成する日

的もあった。その頃から資金の溜まっ

た中東 諸国からの国際投 資が始 ま

り、調 査リポートを抱えてアナリスト

とサウジ、クェート、アブダビ等に外

交する什事が増えだした。

3年ほどこの仕事 をやっていたが

1979 年に欧什|の全拠点を統括する

欧ﾘ ヽ| 野 村( Ｎｏｍｕｒａ Ｅｕｒｏｐｅ) が 出 来

て 、そ の社 長 とロンドン支 店長 を兼

務 するよう命じられた。い わゆるＯｉｌ

Ｍｏｎｅｙが 大 きく動 き出して日本 株 に

も向 かって きたが 、すべてスイスやロ

ンドンの銀 行を経由していて出所 が

分 からない 。何とか直接 商 売したい

という念願もあり、ロンドンへの 赴任

を中東 経 由にして 、ドバ イ、アブ ダ

ビ 、クェート、サウジの主要 金融 機 関

と政 府 資金 の運 用機 関に外 交した。

２ 度 目 の 欧 州 勤 務 は２年 間 、Ｏｉｌ

Ｍｏｎｅｙの直接 収り込 み にも成功 し、

中東 の投 資 家向 けに株 や 転 換 社 債

を新 たに発行する投資 銀行業務 も拡

大した。今振り返っても最 も忙しかっ

た け

寺期で、ロンドンの副支店長が心

臓 麻疹になり社内で倒れて亡くなる

という悲劇も生じた。

1981 年の正月に日本に戻り、海外

支店全体の管理と営業推進を担当す

る海外営業本部の部長になったが、

その年の11月に取締役に選出され同

時に米国野村(NSI) の社長に命ぜら

れ年末にはＮＹに赴任した。この頃か

ら原油価格が下落し始め、国際的な

資本 の流 れがＯＰＥＣから先 進国に

移ったと思 われる。↓O年以上停滞し

ていた米国株式市場がレーガノミッ
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クスに反 応 して82 年 から力 強く上昇

し始 めた。さらに対ドルで円か上昇 、

日本 の投 資家にとって米国 株 や債券

が 魅 力あ る投 資対 象 となった。そこ

で 米国 人のトレイダー、アナリスト、エ

コ ノ こ

ぺ スト等を思い切って大量採用し

日本からの需要に備えた。その結果

ビジネスの主流は日本証券ではなく

米国証 券の口本へ の輸出になった。

また米国一流企業 の東京証券 取引

所への上場やユーロ円市場での起債

等強い円を活用しての新しい仕事が

拡大した丿986 年米国財務証券の大

量取引の実績を認められて、政府証

券 のプライマリーデイラーの資格を

得だのを土産に日本に帰国した。

絶えず変わり続けるのが国際金融

の世 界、次 と々起こる出来事にとにか

く後 れを取らないように懸命に行勤

し、与えられた課題にチャレンジし続

けてきたら50 歳になっていた。22歳

からだから野村証券で28 年働いた

が、留学 を含め外 国に18年、日本で

の10年もすべて開 票関連業務と奇妙

な仕事人生になった。幸いこの期間

口本 経済は順調に成長し、会社も伸

び海外ビジネスはもっと伸びた。入社

当時30 人弱だった海外部門が86 年

末には現 地スタッフがほとんどだが

2500 人を超 える人数になっていた。

しんどかった が恵 まれた什事人生

だったと思 う 。

オイルマネーによる起債の調印式
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翠轡育英会からのお願い
翠営育英 会につきましては、昭和60 年

の設 立 以来お世 話になってまいりました

が 、財 団法 人に係 わる法改 正により平成

24 年4 月よ肝 公 益 財 団 法人 翠 営 育 英

会｣として再 発足 いたしました。再 発足し

かとはいえ活動 内容は従前 の活動とはほ

とんど変化 はありませんが 、育 英 資 金の

給付の対 象がこれまでの県内 高校生 か

ら高崎高 校在校生に変わり、本育英 会の

運営が一層円滑に進むようになりました。

ご存じのとおり本育 英 会は、昭和56 年

の選抜 野球大 会出場 資金の残 金3000

万円を基金として60年｢ 財団 法人翠轡育

英 会｣として発足し、基金の運 用による果

実によって高校生 の修学を援 助して参り

ました。しかし、低 金利 時代 になり運用果

実では援 助するのが困難になり、現在は

同 窓 生 諸 兄 のご 寄 付により維 持している

状 態 です 。

昨 今 の厳しい 経 済状 況 の中 で 修学 困

難 な家 庭 が 増 え 、その 上 東 日本 大 震 災

の 被 災 者 の子 弟も入 学しており、奨 学 金

を望 む状 況 はさらに 増 加 することが 予 想

されます 。同 窓 生 諸 兄にお か れましては 、

厳しい 家 計の 中で一 所 懸 命 勉 学 に励 ん

でいる後 輩 を後押しするため、是 非ともご

浄 財 をお 寄 せ 下さいます ようお 願 いい た

します。

本 来 ならば 、直 接 お 伺いしてお 願 いを

しなくて はなりませ んが 、同 窓 会 報 の 紙 面

をお 借りしてお 願いさせ ていただきました 。

なお 、このご 寄 付 は確 定 申 告 の 際 、寄 付

控 除(2000 円をこえる金 額 につい て)とし

て所 得 から引 か れるように なりました。ご 寄

付いていただける場 合は、事務局にお声

をかけていただくか 、会報 に同封の振 込

用 紙にてご 送 金していただければ幸甚

です。後刻 領 収書、税 額控 除証明書をお

送りします。(事務手続きの関係で同封 振

込川紙の場合 、本年に限り1000円指定)

理 事 長　 田 端　 穣

■学校別奨学生数

学校名 人数

群馬県立高崎高等学校 92

群馬県立高崎女子高等学校 ７

群馬県立高崎工業高等学校 ３

群馬県立高崎商業高等学校 ５

群馬県立中央高等学校 ３

高崎市立高崎女子高等学校 ４

参 ゆ ● ・ 雅 倖 ● 命 帰 参 ・ ・ 痔 ゆ 像 ● ・ ゆ ・ ・ 傘 参 看 參 参 母 Ｉ ・ ・ 參 参 参 参 ＠ 櫛 偉 命 普 參 ｅ 魯 偉 春 老 参 參 魯 ・ 働 癖 帰 参 参 參 癈 奢 魯 疹 魯・ 魯・ 參 命 ・ 参 寿 ● ・ 嚇 ● 参 吻 癖 命 孝 ・ ・ ゆ・ ・ ● ・ 剱 ・ ・ ● 参 ・ 參 φ ・ ・ ● ● ・ ● ● 帰 癩 ● ● ● ● ● 命 ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 乎 ● 癖 ● ● ● ● ● 傘 ● ● ●

聊 清 英会と私

横尾　 英明

群馬大学大学院医学系研究科准教授85 期 Ｊ
命 砂 毎 争 ● 泰 参 參 暑 帝 ｅ ・ 喩 参 看 奉 令 瘤 魯 奪 拳 拳 ・ 母 ・ 巻 帯 魯 ● 励 参 弟 命 魯 ・ 馨 参 参 榔 食 参 喬 参 参 旬 令 参 靭 癖 卵 嫌 魯 魯 癖 ● 參 旬 魯 ● 蜘 ・ 參 毎 命 ● 昏 ゆ 參 參 參 参 暑 参 卯 曝 零 参 ９ 条 母 参 奉 ・ ｅ 帚 参・ 参 参 參 ・ ・ ・ 拳 ● 昏 參 ＠ 魯 ・ ・ ● ● ● ● ・ ● ・ ● ● ● ● ●・ ● ・ 馨 ● ● ● ・ ● ● ● 會・ 命 ●

平成24一年春の選抜高校野球人会で、

本校は31年ぶり2度目の甲子園出場を果

たしたことは記憶 に新しい。初出場は81

期生を中心とする世代で、私はその4 年

下の学年に当たる。私か中学1年生の冬

頃に、甲子 園初 出場までの高高 野球部

の足 跡を振り返る上毛新 聞の連載を読

み、甲子 園での試合を心待ちにしていた

頃の自分を、今回の 川端 穣先生 からの

原稿依頼をきっかけに久しぶりに思い出

した。

それから2年後、私は高高の門をくぐ以

そして野 球部の門を叩いた。まだ甲子 園

出場の余韻が残る時期で、私の2年先輩

にあたる83期生 の世代も非常に強く、秋

と春の県大 会は準優勝( 優勝は渡辺久

信投手( 今季まで埼玉西武ライオンズ監

督)を擁した前橋工業) 、春の関東大会で

も堂 々の準 優勝を果たした。ただし私個

人は、入部して間もなく腰 の怪我を負って

12

しまい 、満 足 にプレーできることなく1年 後

にやむなく退 部した。

そんな短い野 球 部生 活であったが、在

籍中に｢ 甲子 園 出場を祝う寄付 金がまだ

相 当 額残っているらしい 且 いう噂 は1 年

生 部 員の 私 の耳 にも入っていた。そ れを

原 資として私 か3 年 時( 昭 和60 年) に設

立されたのが財 団 法 人 翠鸞 育 英 会であ

る。当 時 、この話 題を取り上 げ たＮＨＫの

番 組を見た覚 えがある。野 球 部 長 だった

田端 先 生 が語った｢1 億 円の1 点｣ のエピ

ソード 、第1 期 生 の奨 学 金授 与 式 、番 組

の最 後 に応 援 団 のエ ールを望 遠 で捉 え

た風 景 など 、今もおぼろげ ながら思 い 出

すことができる。私は 翠轡 育 英 会の援 助

は受 けなかったが 、母校 の同窓 会が 立ち

上 げ たこの事 業に対し 、在校 当 時 からと

ても誇りを感じていた。

話 は少し前 後するが 、私は高2 の頃 か

ら将 来 は 研 究 者になりたいと思 うように

なっていたよ がし研究者になるためには

大学院まで進学する必要があり、我が家

の家計ではかなり難しいと考えていた。そ

のことを2年 次の担 任であった川 嶋尚武

先生に相談したところ、奨学金という制度

があるから心配するなと激励された。そし

て実際に大学と大 学 院で介計10 年 間、

日本育英会の奨学 金を受給( 総額約650

万 円几 だ。当時、奨学生か研 究職や教

職に就くと就 業年 数に応じて返 済が免

除される制度があった。私は大学院修了

と同時に大 学教員に採 用されたので、こ

の制度の恩恵に浴することになったよ が

し全額を踏み倒すというのも何だか気が

引けたので、思案の末、手元に余ってい

た奨学 金を翠営育英会に寄付させてい

ただきたいと、当時の古川功校長先生に

手紙を書き、私のこの一方的な申し入札

を叶えていただいた。平成8 年春のことで

ある。



返しをしかし

こそと考え、

した。とても

とは 考えてはいました力

なってしまったと感しています が 、自分の

娘 がちょうど高 校 生となるタイミングでこの

機 会 が やってきたことには 巡り介 わせ を

感じます 。今 後とも微力 ながらお 手 伝いさ

せ て頂きたいと考えております 。

翠 轡 育英 会にコンタクトをとる道をご教

示くださいました 茂 木 道 弘 先 生 、この 原

稿を書く機 会を与えてくださいました田 端

穣 先 生 、そして翠 柳 育 英 会を設 立し 、奨

学 金 制 度を立ち上 げ 、長 年 にわたり継 続

されている全 ての関 係 者 の皆 様 、同 窓生

の皆 様に深く感 謝 申レ ヒげます 。

翠 轡 育 英 会 発 足 のきっかけ になった

母 校 の甲子 園出場 が 、2012年3 月に再び

この機会に寄付させて頂きま

十 分とは言えませ んし、遅く

られないと思 いました。もちろんいつ力

● ● ● ● ● 命 看 ● 参 巻 奢 ・ ・ 邨 ● ● ● ● ● 命 睡 参

恩

今

問していたところ、まず、高高 時代に直接

的にお世話 になった翠 柳育英 会を忘れ

１３

した。みぞ れ 降る中でノーゲームになった

初日のアルプススタンドの過酷 な寒さも、ま

さに声 が 枯 れるまで応 援した翌日の再 試

合も忘 れられない思 い 出です 。近い 将来

また甲子 園に応援 に行けることを強く願っ

ています。

j

し とはＯＢとして至 上 の喜びで果たされた

このことが縁 で、当 時 の同 窓 会役員 で

翠轡 育英 会担 当だった田中 順 先 生には

たいへ ん懇 意にしてい ただいた。当 時 は

全く気 付かなかったが 、田中 先 生 は私 の

ことを上 毛 新 聞に投 書したそうで、この投

書が のちに単 行本 に収載された。上 毛 新

聞1 面 の 三 山 春 秋というコラムにその 本

が 紹介され、そこに田中 先生 の文 章の一

貨卵 引 用され、自分のことが書かれてい

ることに気づいた時は、ただただ恐縮す

るしかなかった。

いつの時 代も教 育は 天下 国 家の 基 本

であり、若 者 は拒 会の希 望 であり宝 であ

る。預 貯 金の 低 金利 か 続く昨 今 、基 金 の

札 鼠がほとんど期待 できない中 で翠 柳育

英 会の奨学 金事業を続けることは難しい

と聞くが 、群 馬 県 地 域 の 旗手 を自任 する

本校ならびに同 窓 会には、いつまでもこの

事 業を継 続して欲し とヽ思う。そのために

は多くの皆 様のご発 露が 欠かそ ない 。私

高
｀古-

『司 同窓 会報

が所属する群馬大学医学部医学科には

高高と高女卒業生の親睦会がある。ある

年 の会で募金を行い、それを翠檜 育英

会に寄付させていただいた
ｊ

Ｌ とが あ る。同

窓生 の集まりやお 祝いの席などで ら我

の団 結の証として集めた浄財を翠 恰育

英会に持ち寄り、母校や地域の若者を応

援するというのはいかがだろうか。母校へ

の熱い思いをこんな素 晴らしい形で表現

できる我 々は実 に恵まれていると思う。

● ● ● ● ● ● ● φ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ＠ 母・ ● 参 ｅ ● ● ●・ ● ● ● ・ ● ● ● ● ● 魯 ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● φ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ｅ ● ● 希 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 母 ｅ ● 魯 ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● 参 看 ● 巻 参 ● ・ ● ● ●

第一期翠j 育英奨学生として

佐々木　哲朗(旧姓上原)
静岡大学電子工学研究所特任教授

元定期戦実行委員長87 期

● ● ● ● ● ● ● ● 奢 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 巾 ● ＠ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ＠ ● ・ 参 ｅ ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 勧 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

私は高 高

として3 年 間

入学と同時に第一期奨学生

翠鸞育英奨学金を給付 頂き

ました。お陰さまで高校卒業後大学へ 進

学するだけでなく、無事大学院博士課 程

まで修了する
j

し とができました。改めて感

謝申し上げます。学業を終えた後は研 究

を継続し
ｊ

山台に暮らしておりました。先 の

東[J本大 震 災では被 災地で過ご す中

で、私にとっては人の繋が叫 助け合いの

Ｌ に つV

し た 。

て考え直す貴重な機会となりま

震 災当 時 、私 は家 族を残して東 京 に

単身赴任していました。東 北 地 方 の被 害

の大きさを報道 で見るに居ても立ってもい

られず、すぐにバイクで仙 台に駆け戻った

ところ、幸い 家 族は 無事 で自宅にも大きな

被害は無かったのですが 、周 囲では揺 れ

による家 屋 の 被 害も数 多く見られ、普 段

見慣 れた街の景 色は大きく変 かった様子

に強い 衝 撃を受 けました。道 路 はデコボ

コでところどころ寸 断され、電気･ ガス･水

道が止まり、通 信も途絶 え、燃 料も入 手 で

きない状 況 の中で 、多くの 人が 食糧 や水

の 調達 など自分 の生 活 を保 つ のに精 一

杯でした。しかし、そのような中でも人々が

助け合う姿を実 際に目にしました。高 齢者

の方々に近所 のみんなが 入 れ替 わりで声

をかけて、足りないものはないかと確 認 す

る姿 。今 まで 近 所 付 き合 いなどなかった

一 人 暮らしの学 生が 近所 の 方 に食 べ物

をかけてもらったりした姿など数 多くありま

した。特に公 共 インフラ関 連の仕 事をされ

てい る方 や 、生 活 必 需 品 を扱 うお 店 の

方 列 よ、自らも被災 者 であるにも関 わらず

自分 のできる仕 事を優 先させ 、店にあるも

のは 放出
１

１し、困っている人 には声をかけ

寝る間も惜しんで働いていました。それは

決して利 益 のためではなく、助け合いと奉

仕 の 精神 のみで動いているのでした。購

入する方々も、寒空 の下で気 の 遠くなるほ

どの長 蛇 の列 を整然 と並 び 、買い占めな

どは 決してせ ず 、必 要なもの だけを購 入

し 、暗 黙のうちに分け合う姿 勢とルールが

形 成されていました。極 限 状 態 の中 での

このような様 子に私は感 動するとともに 日

本人 の美 徳 、本物 の国力 はこのようなとこ

ろにあることを深く感じました。

私はガソリンが 人 手できるまでの約2 週

間を被 災 地で 過ごしたのち、ようやく東 京

に戻りましたが 、その帰 路 は 海 沿い の 国

道 で遺 体安 置所を案 内する看板 を数多

く見ながら、たくさんのことを整 理して 考え

る時 間になりました。今 、自分は何か できる

のか 、何をすべきなのか 。白分も震 災 前の

研平 UXな時 期t

た のではない力

多くの 方 列 二支 えられ てき

。ヽこ のようなことを 次 々自
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《Ｇrｏｗ Re ｕ心

第６１回翠榊祭は｢ＧｒｏｗＲｅｕsｅ｣というテーマのもと、今 年も多くの来場

者を迎え、成功を収めることができました。

昨 年６０回という節 目の年を迎え、そして新 たな気持 ちで迎えた６１回

ですが、これまで 積み上げてきた翠柳 祭の歴 史を見直しさらに良い ものに

していこうと努 めてきました。

今年は、新たに一から作り直すことになったパンフレ 川ヽや試作的に行

われた古 本市、また、新しくできた野 球部の室内 練習場 によって狭くなっ

た模 擬店 街の対応など、さますまなことがあ りましたが、実 行委 員の努力

と生 徒全員の協力あって今年 も無 事 にことを終えることが で きました。で

すが、ケ 年の翠柳 祭であらわになった課題 もいくつかあります。例年 よりも

最後の反省会議を念人りに行った結果 、浮 き彫りになった問 題点が多く存

在します。そのような問題点を後輩 たちに改善してもらい 、全円に名を馳せ

るようなより素晴 らしい 翠柳 祭を作り上 げてもらいたいものです。良い 伝

扶を受け 継ぎ､さらに栄えていく、そんなＧｒｏｗＲｅｕｓｅの 精神がこ れからの

翠轡 祭を進化させていくことを次期･ 実 行委員に期待します。

最後になりましたが､ 第６１[回翠柳 祭を開催するにあたり、ご尽力 を尽く

していただきましたすべての方へ､ 心 から感謝を申し上げるとともに､ 高高

生へより一層のご 支援 を賜りますようお 願い申しあげ、ご 報告とさせ てい

ただきます。本当 にありがとうございました。

第６１回翠轡祭実行委員長　３年　西山　哲平

前橋高校との定期戦が終わると例年体育の授業はマラソン大会

に向けた走り込みとなる。今年で65回という歴史あるマラソン大会

が、学校周辺の方々のご理解とご協力で下記のコースで行われた。

気温は10度と低かったが澄み切った青空の下、最高のマラソン日

和となった。9.1km のコースの前半は上り坂で白衣観音を過ぎると

急激な下り坂になる。優勝者のタイムは３３分43 秒。全員が完走し

た。午後の表彰式ではクラス表彰、個人表彰に加えて、各教科や生

徒会からの特別賞の発表で盛り上がった。

コ ース

護国神社前
ｒ

ｌ

護 国神 社 前のスタートダッシュ

１０ 時 】→

国立のぞみの園→白衣観音→洞窟観音入□→

高崎高校ト ラック内



［定期戦］とは、一体何なのだろうか。言ってしまえば、単なる高高生

と前高生のヶンカに過ぎない。　しかし、実行委首長を務めさせていただい

て

た

て、

で も

い つ

それとは違って、むしろ、それ以上のものを縄験することができまし

自分一人では何もできないが、周りにはチーフがいて、実行委貝がい

そして高高生かいてくれました。自分一 入ではちっぽけな存在です。

、みんながいてくれるから頑張 れるのではないかと思い ます。そう

だ小さなことの積み重ねの結果が６７㈲も続いている「定期戦」でヽは

ないのかなと思いました。実行委員長を務めさせていただいて、改めて、

上に立つ者の大切さを学ぶことができました。こういう体験ができるから

こそ、社会の中で高高生か活躍しているのではないでしょうか。そんな体

験をできた自分はとても幸せです。

最後に、高埼高校の実行委員長としてみんなと共に戦見だことを誇りに
巴い ます。 本当にありがとうございました。

第６７回定期戦実行委員長 ３年　中山　隼

進路状況(全日制)
Ｃ

高高同窓会報

第６７回定期戦得点表

六部対抗　‥

謳
子丿４ 般対 抗

高高 前高 高高 前高　｜

＼

＼

＼
＼

＼
＼
＼＼

＼

水　泳 1.5 ７．５

駅　 伝 ０ ９

３綱引き ６

玉入れ ３

一一３

６

ｿﾌﾄ ﾎﾞｰﾙ ６　１

長縄跳び ２
∩

５　　ｉ０ ６ 卓　球 ４

６ ０ 陸上競技 ０ ９

６
０

一一一０

ｿﾌﾄﾃﾆｽ ３ ６

６ ﾊﾞﾚｰ ﾎﾞｰﾙ ６ ２

６ ０ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ７ ３　１

０ ６ 空手道 ＼

＼

＼＼
＼

６

０

０ 柔　道

６ 剣　道

０ ６ 弓　道

３ ３

０

サッカー

６ ラグビー

０ ６ 硬式野球

０ ６ 軟式野球

０ ６ テニス

39 45 小　計 35.5 60.5

74.5　　 高高 総　合 前高　　105.5

)内は現役

24年 25年 二卜 几 23年 24年 25年

）

）

）

）

）

,）

）

う

?）

い

!5( 皿)

７㈲

１①

５㈲

２山

4(2)

16(15)

29(2D

55(37)

67(48)

13(10)

5(4)

1(D

卦3)

4(4)

1巾

↓4(14)

30(25)

36(30)

58(53)

明　治　大

上　智　大

立 教 大

学 習 院 大

青山学院大

法 政 大

日　本　大

東京理科大

芝浦工業大

同 志 社 大

立 命 館 大

101(74)

衣4)

22(15)

7(3)

11(5)

37(25)

56(41)

92(65)

63(54)

12(9)

15 に2)

86(56)

7(5)

28(22)

O(O)

16(9)

37(27)

66(59)

75(57)

74(57)

8(5)

32(27)

66(52)

13 皿2)

20( ↓3)

9(7)

16 ∩3)

32(27)

45(36)

70(55)

52(42)

2(2)

16(11)

二卜 影 23年 24年 25年 言べ し 23年 24年

北 海 道 大

東 北 大

筑 波 大

千 葉 大

群 馬 大

（　 医　 ）

埼 玉 大

東 京 大

一 橋 大

東 工 大

横 国 大

新 潟 大

6(5)

28(25)

11(10)

衣3)

23(9)

7(5)

H( 狛)

7(5)

4(4)

6(4)

5(3)

16(15)

8(8)

20(18)

9(9)

4(1)

29(24)

8(5)

6(3)

3に)

4(3)

4(4)

5(4)

13(13)

7(5)

25(19)

6(5)

13(12)

28(24)

8(7)

9(7)

5(5)

3(3)

6(3)

3(3)

13 肘Ｄ

金 沢 大

信 州 大

名 古 屋 大

京 都 大

大　阪　大

首都大東京

高　経　大

慶 庶 大

早 稲 田 大

中 央 大

4(4)

以田

２(出

8(6)

O(O)

8(5)

22(19)

39(24)

77(52)

72(48)

-　－

!5(1 斗

７(６．

１(１`

５(５

２(工

4(2

16(15

29(21

55(37

67(48

１５
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Ｉ こll 畷

バレーボール 部　 ３年　 福 島　 健 人　 北 部 九州 総 体 出 場

今年 度、悲 願のインターハイ予 選での優勝を果たし、北 部九

州総 体へ出場することができました。これもひとえに熱心に指導し

て下さった柴 山先生･ 加逞先生･ＯＢ･ＯＧの方々のおかげであり、

感謝しています。

当初の目標は全国大 会での １ 勝を揚げており、その目標は達

成できませんでしたが、全 国大 会での経験は大変貴重なものとな

りました。後輩にはこれを機に全国大 会常 連校となってくれること

を期待しています。

これからも高崎高校バレーボール部の応援を宜しくお願いします。

硬＼式 野 球 部

Ｏ 春季人 会

２回 戦

３回 戦

４回 戦

○ 選手 権大 会

コ回 戦

３[叫戦

１６

１削Ｉ
ｄ

Ｌ

高

２崎高

高崎 ３

高崎８

高崎４

１高崎東

Ｏ西邑楽

６沼円

４大泉

６伊勢崎興陽

活動

一

一

一

② ４回 戦

平々決勝

準決勝

一-

- ㎜

サ ニツ ∧
ご
力 〉ﾄﾞﾚｽ名6

高崎２一

高崎O－

PK5 －

高崎１－

Ｉ

０

前橋東

前商

４

４桐生一

(ベスト４　第３位)

全国高等学校サッカー選手権大会

群馬県大 会　決勝トーナメント

1.匠戦　高崎１－Ｏ高経附

乍州と勝　高崎１－１前商

PK5 － 6　　　（ベスト８）

バレーボ万÷ｹﾞ:＼ル……j 部

① １回 戦

２回 戦

３回 戦

準々決勝

高崎２－

高崎２一

高崎２－

高崎 １

Ｏ正智深谷O 奇王)

１聖徳学園(東京)

１早稲田実業(東京)

２深谷(埼玉)

(第５位)

ﾕ屋勲胎

陸上 部　3 年　 宮 入　 紳豪　 北 部九州総 体 ・東 京国体 出場

日頃から、陸上部への温かな激励ありがとうございます。

私は、大 分インターハイ、東 京国 体において、夢 の全 国入賞

を果たすことができました。 高崎高 校の名を背負って、このような

結果を残せ たことを誇りに思います。この結果に満足することなく

更に上を目指して、これからの練習に励んでいこうと思います。

そして、今 回に限らず、今まで支えて下さった、恩 師である田

島先生をけじめ、家 族や仲間、その他多くの方 列こ深く感 謝申し

上げます。

Ｏ秋季西毛リーグ

高崎３－６農大二

高崎↓8－2安中総合

高崎５－４中央中等

高崎Ｏ－３高崎商

高崎７－６高崎工

○秋季人会

２則戦高崎２－３健大高崎(延長13回)

多＼グニピノ:÷〉部

(t)Ｅブロック(Ａ～Ｇブロック別)

高崎12－7千葉北(干葉県3位)

高崎15 － 17明大中野(東京4位)

(準優勝)

令国高校総合体育大会群馬県予選

高崎34－O太田

高崎26 － 26農二

高崎5 －46明和県央(準優勝)



②3 回戦 高崎２－Ｏ館林

準々決勝　高崎２－１高工

準決勝　高崎２－Ｏ伊勢崎

決　勝　高崎２－ト桐商（優勝）

①予選グループ戦

高崎１－２市尼崎（兵庫）

高崎Ｏ－２一関修紅（岩手）

①本校より監督 ・選手９名出場

関東ブロック大会（神奈川）

群馬２－１埼玉

群馬Ｏ－２千葉

群馬２－Ｏ栃木

（関東ブロック突破）

本大 会（T東京）

１回戦　 群馬Ｏ －２宮崎

⑥西毛地区大会

準々決勝　高崎２－Ｏ高東

準決勝　 高崎２－Ｏ高北

決　 勝　高崎２－Ｏ高工 （優勝）

全日本バレーボール高等学校選手権大会

（春の高校バレー）群馬県予選会

３回戦　高崎２－Ｏ育英

準々決勝　高崎２－Ｏ前商

準決勝　 高崎２ －

決　勝 高崎Ｏ－

１高工

３桐商 (準優勝)

①②関東高校陸上競技大会(熊谷)

兼インハイ予選

栗原　勇貴(3年)800m　 決

田代　健人(3年)110mH　 決

小板橋遼太(3年)三段跳　 決

宮人　紳豪(3年)円盤投　 決

3位

8位
Ｉ

位

1位

田代　健人(3年)八種競技 決　2位

･男子総合成績　30点　　　　　第4位

③栗原　勇貴(3年)800m　 予 組4 位

小板橋遼太(3年)三段跳　 予 組17位

宮人　紳豪(3年)円盤投　 決　8位

※全国入賞

田代　健人(3年)八種競技 決20 位

①宮入　紳豪(3年)[IJ盤投　 決　6位

※全国人賞

回多胡　　遼(2年打00m　 決　6位

多胡　　遼(2年)200m　　 決　7位

淡路　将史　　400m　 決　7位

永井　　諒　　1500m　 決　8位

茂原　大悟　　5000m　 決　5位

茂原　大|吾　　3000m S C 決　3位

黒岩　勇作　　　　　　　決　5位

岡島

多胡

長野

真下

高橋

瀧川

4×100mR

大樹(1年八走

遼(2年)2走

哲也(2年)3走

稜平(2年)4走

昇之　　 棒高跳

実哉　　 やり投

位
　
　
　
　

位

位

決

決

決

決

決

決

⑥関東選抜新人陸上大会(相模原)

茂原　大悟　　3000m S C 予 組8 位

高橋　昇之　　 棒高跳　 決　 Ｈ位

瀧川　実哉　　 やり投　 決　21 位

⑥県高等学校対抗陸上競技大会(前橋)

･男子総合成績(一部校12校中)116点 第2位

⑥高校駅伝　第４位　2時間12分58秒

奈良　航佑

永井　　諒

茂原　大陪

栗原　勇貴

清水　　諒

黒岩　勇作

山森　魁人

55 位

位1
5
4位

3位
１

位

6位

5位

3位

3位

第5 位

4位

2位

5位

3位

3位

3位

8位

5位

7 位

5 位

高高同 窓会報

①個人　森口](敢)、小板橋(奎)組

(ペスト３２)

②団体　２回戦　高崎３－Ｏ育英

３回戦　高崎２－Ｏ館林

４回戦　 高崎Ｏ－２健大

(ペスト８)

個人　串田･森田(修)組(ベ スト１６)

③団体　 ２回戦　 高崎３－Ｏ市立前橋

３回戦　高崎２－Ｏ前橋

４ 回戦　 高崎Ｏ－２農二

(ペ ス
ト ８ ）

個人　清水･津久井組(３位)

⑥１年生人会　須田･森田(学)組(２位)

県高体連シングルス大会

清水(ペスト８)

串田(ベスト１６)

②１回戦敗退　高崎１－３富岡

⑥国体予選

個人シングルス　ベスト６４

南　史弥(２年)

個人ダブルス　ベスト３２

松本和也(1年)･洋崎英太(1年)

②３回戦進出

高崎１－３育英

⑤準々決勝

高崎１～２前橋（ベスト８）

①団体戦出場

②団体戦　１回戦

２回戦

準々決勝

高崎５

高崎５－

高崎Ｏ－

Ｏ桐生

Ｏ利商

５桐一

(ベスト８)

⑥群馬県柔道ジュニア選手権大会

楼井捷夫　55kg級

関東柔道ジュニア選手権大会

横井捷夫　55kg級

群馬県強化選手選考会

桜井捷夫　印kg級

柴田佳宜　66kg級

黒埼智史　66kg級

関谷太志　66kg級

神谷　航　73kg級

原　裕昭　90kg級

《相撲競技》

①個人戦１１名出場

団体戦出場(ペスト
Ｉ ６ ）

３位

出場

４位

優勝

２位

４位

５ 位

４位

１ ７

①後藤大輝（３年）200m 個人メドレー21位

以上の記録で、後藤人輝か200m 個人メド

レーにおいて全国標準記録を上回り、全

国大会に出場

③200m 個人メドレー　　 後藤大輝

④400m 個人メドレー　　 後藤大輝

⑤100m 自由形　　　　 宮崎勝正

50m バタフライ　　　　宮崎勝正

100m 平泳ぎ　　　　　宮田賢優

200m 個人メドレー　　 宮田賢優

50m 背 泳ぎ　　　　　池田雄一

200m リレー(宮Eト 池田･土橋･宮崎)

200m メドレーリレー

(池田・宮田・宮崎･ 土橋)

⑥関東高校県予選　競泳男子総合

200m 個人メドレー　　　後藤人輝

400m 個人メドレー　　 後藤大輝

400m 自由形　　　　　 増山泰誠

1500m白山形　　　　　 増町泰誠

100m 平泳ぎ　　　　　 斎藤　 匠

200m 平泳ぎ　　　　　 斎藤　 匠

400m リレー( 洽藤･宮崎岨 田・後藤)

800㎡ ル ー( 後藤・斎藤･宮田･増皿

400m メドレーリレー

(後藤・粛藤・増田・宮田)

以上の種目で入賞し、関東高校標準記 録を

突破しましたので関東大会に出場

⑥県高校総体 男子総合　 第4 位

200m 個人メドレー　　　後藤夫輝

400m 個人メドレー　　　後藤大輝

400m 個人メドレー　　 増田泰誠

200m 自由形　　　　　 増田泰誠

100m 平泳ぎ　　　　　斎藤　 匠

200m 平泳ぎ　　　　　斎藤　 匠

400m リレー( 雍か 増山一宮崎･後藤)

800㎡ ル 一 席藤･増田･宮囁 後藤)

400m メドレーリレー

(後藤・斎藤・増山・宮晦)

(62 点)

2位

2位

4位

6位

3位

3位

3位

4位
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弓 道 部

旨⑤ ⑥刊 巽敗退

空 手 道し部

⑥群馬県高等学校空于道１・

個人組手　 １・２回戦敗退

２年生大会

軟ﾆﾚご式 野 球 部

②全国選手権予選

士回戦　高崎４－７桐生

⑤１回戦　高崎Ｏ－３'前橋

固強化リーグ戦(１０月↓９剛

高崎Ｏ－２桐生

高崎３－２高工

②シングルス

②ダブルス

③ダブルス

シングルス

団体(ペス

φχノ

テ| ニ ス 部

根岸　 寛(ペ スト３２)

根岸･古島(ベスト１６)

古島･大西景(ペスト１６)

古高　聖(ベスト３２)

ト１引

ド

②学校対抗戦
Ｉ
　

り
乙

-
－･

へ

即戦　 高崎

回戦　 高崎

３回戦　 高崎

⑤高校生バド

シ ン グ ル ス

ヽ
べ

ン ト ン/部

３一〇板倉

３－Ｏ榛名

２－３中央中等

(ベス

ントン犬会

野村(ベスト３２)

スキ÷・スケ ート部

Ｉト 剛

①関 東高等 学校 ス キー大 会

増 村　 賢 人　GS 3 位

山 川　　 駿　SL 3 位､GS 6 位

同 県予 選

増 村　 賢 人　SL 5 位

山田　　 駿　SL 2 位､GS 3 位

水 仙校総 体 スキー競 技 兼全 国高等学 校

ス キー大 会県 予 選

増 村　 賢 人　SL 4 位､GS 6 位

山 田　　 駿　SL 2 位､GS 7 位

③ 全国高等学校スキー大会( インターハヤ

増 村　 賢 人　SL 出場

山田　　 駿　SL 13 位

半個 体冬季 大 会 スキ ー競抱 会

増 村　 賢 人　GS37 位

12 月 ／第69回国民体育大会　関東ブロック大会

ア イスホ ッ ケー競技 出場　 勝 家陽 介

１８

バスケヅ：トボ＼÷ル部

②ｲﾝﾀｰﾊｲ 予選

割当戦　 高崎１

３回戦　 高崎

４回戦　 高崎

準 々決勝 高崎

2

8

8

6

0

0

1

6

Ｉ
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放送メディア部　2 年　青木　慈明

NHK 杯 高校放送コンテスト全国大会

○物理チャレンジ2013

第1チャレンジ通過 第2チャレンジ参加

２年　 金井凌

○平成25年度令国高等学校総合文化祭

(長崎大会)出場

散文部門 曽山生胤(3年)

○平成25 年度関東地区高校生文芸大会

(神余叶人会)

部誌部門 畠中友綺(2年) 神洋優(2年)

○第37回群馬県高校芸術祭美術工j’

3 名　計乙〇ﾐ出展

他門部

011月……………7 'IT"4.111ﾆISJ也ljSIアンサンブルコンテス

打 楽 器 三 重 奏 金 賞

ト

⑥西毛地区高等学校新人バスケットボール大会

２[回戦　 高崎

引口|戦　 高崎

準決勝　 高崎

決　 勝　高崎

（
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８

９－３工安中総介

４－６０高北

８－４８新島

６－８７高商

(準優勝)

山 岳 部

｛
‐
、
一

第57回関東高等学校登山大会

(神奈川県)出場

⑤第佃回新入登山大会

持田宏夢(2年)優勝

私達 放 送メディア研 究 部 は、映 画 制 作 が

主 な活 動 です 。先 日の 県 高 校 放 送コンクー

ルでは、下 仁 田 戦 争 を題 材 にした 作 品 が 評

価さ れ 、関 東 大 会 に 進 むこ とが 決まりまし

た。他 校 で は女 子 が 行うことの多 い ナレー

ションも男 子 だ け で 行 わ なけ れば ならず 、作

品 の 雰 囲気 は大 味 になりがち です が 、知 恵

と工 夫 で完 成 度 を高 めています 。

先 輩 方 から常 々い われた｢ 高 高 らしい 斬

新さ｣ を忘 れないよう、これからも驚きのストー

リー や 、印 象 的 な撮 影 効 果 を用い た 作 品を

制 作していきますの でご 期待ください 。

サクソフォン三重奏 銀賞

金鈴五重奏 銅賞

012 月ノ県アンサンブルコンテス

打楽器二亜奏 銅賞

０ ３Ｊレダ第54回定期演奏会

０ ５月／四部地区ソロコンテスト

ト

千木良 宗倫(アルト･サクソフォン)

内山 涼太(マリンバ) 金賞

０６川／県ソロコンテスト

内山　涼太(マリンバ) 金賞

千木良 宗倫(アルトーサクソフォン)

つ８月／県吹奏楽コンクール

高校Ａ組 銅賞

０ ７月／ 第46 回定 期演奏会

(於群馬音楽 センター)

第 利 川全 国マ ンドリ ン合奏コン ター|ﾚ

銅賞( 於昭和 女子九 穴見記 念講堂)

０ ９月………第9 回群 馬学生 ギター･ マンド リン

フェスティバル出場(於:高崎市文化会館)



き度年４贈

６第川○ 回診馬 県声 楽ア ンサ ンブ ル コンテ スト

奨励賞

《 ム

０ ５月………ﾀﾞi茫昿y戸丿才う

Ｏ Ｄ ｊ。／丿jl成225年度群馬県高等学 校芸術 祭

音楽 部門団体演奏会出演

０ ８月／第80川ＮＨＫ全国学校右楽コンクール

群馬県コンクール銅賞

０８月ノ第37㈲全国il,y,lj ･^Jiy学校診今万化祭

合唱 部門( 群馬県 付同 今唱団として参加)

011月．jダ゛第191口]群馬県路等学校総今帽ﾋ祭

総介開会式アトラ クションに参加

01 リL
イダ

第゙19回群馬県高等学校総 介文化祭

今唱･ 器楽管 弦楽2 専門部合同演奏 会

(群馬 県男子高校生合唱団として参加)

012 月
………
………第孫回 クリ スマ スコンサ ート

０ １月ノダ第7回群馬県声 楽アンサ ンブ ル

コンテスト

０ ４ 月 ／ 第2 印] た か さ き ス プ リ ン グ フ ェ ス

テ イバ ル 市 民 芸 能 ス テ ー ジ

０ ７ 月
………
……第7 回 群 馬 県 高 校 生 郷 土 芸 能 発 表 会

０ ７ 月／八千代町二丁 目町内会納涼祭

０ ８月ノ 第39回高崎 まつ り

伝統文化和太鼓 部門

０ ８月ノ 第4 回関東地区高等学校

和太鼓選于権 銀賞受 賞

０ ８月／高崎市立城南小学校地区納涼祭

010 月ノ リレー・フォー・ラ イフ・ジャ パン

2013 ぐんま( 公財) 目本対がん協 会

010 月………／g第45四大運針 会＆ フェ スタ

(都学則･ 友貴園)

011 月予定／第27 回高崎市農業 まつ り

011 月予定／第19[可群馬県高等学校

総合文化祭 郷土芸 能専門 部人会

012 月予定∧ 高崎市 観光課主 催行事

○↓月予定／介護施設訪問

(ケアパートナー高崎)

０ ３月予定 ／第7 ㈲定期演奏会

※なお､本年度当初から予定されていた以下のイ

ベントは､天候不良や日程重複のため､出演巾止と

なりまし仁 第6回たかがき㈲まっり､第37川花と

緑の見学会ぐ独)日本原子力研究問発機構､よしい

祗園まっり､第27回高崎ふれあいの広場(高崎市社

会福祉協議会)

０ ５月｡／j第15 回安中西毛地 区演劇祭

高高演劇＆ ぐんまのしゃちょう作

y星に願い を！花水木昌 校天文部』

(安中市文化センター)

０ ９月。jダ平成25 年度群馬 県高等学校芸術 祭

演 劇 部 門 川 毛 地 区 人 会

ぐ ん ま の し ゃ ち ょ う 作 ＦＣｈａｎｇｅ Ｄｏｙs]

( み か ぼ み ら い 館 小 ホ ー ル)
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川

剔交生協議会総会参加

リーダーシップＴＣ参加

010 月／観音山清掃参加､高崎地区ＴＣ参

加､ ふれあい･ ゆうあい交流フコこスタボラ

ンテ イア

011川…………ﾀﾞしl･､t,糸谷l背文化祭交流会参加

計 牡 動へ岫 力

０ ４月／第37同企国高校囲碁選

群馬県大会　川竹戦

ﾄ 権大会

優 勝( 北 爪格 う 、笹 目 昂 紀 レ川 廿友 樹)

０５月…………'゛第J371!･J.i介岡高校叫碁選手権大会

祥 馬 県 大 会　 個 人 戦

優 勝( 北 爪 裕 率) 第4 位( 笹 日 昂 紀)

０ ７ 月 ………第2 川 群 馬 県 高 文 連 囲 碁 寺 門 部

講 習 会

指 導 者 刈 土 品 莫 二 段　 参 加 生 徒26 名

０ ７ 月
………
……筰ty,弓 県右 岸 ｙ 校 文 化 連 耶 用 具

専 門 服 合 同 練 習 会

０７月……………ﾀﾞ第J371･||-え部科学人目て杯全円高校

囲 碁 選 千 古 人 会　 団 牛 皮予 選 リ ー グ 敗 退

(七 爪 裕 幸､ 接 円 昂 紀､ 平 間 友 樹 几

個 人 戦 子 選 リ ー グ 敗 退( 北 爪 裕 幸)

０ ８ Ｊｊ／ 第37 回 章 川 高 等 学 校 総 合 文 化 祭

団 体 戦( 接（1 昂 紀)

ｏｎ．月∠ニ第29㈲関東地区高等学校

囲 特 選 于 棉 大 会 群 馬 県 予 選 会

個 人 幟 優 勝( 笹LI 昂 紀)

012月……'ﾀﾞ゛7y｀|'1,1｡･じりl･=i-1

囲 碁 専 門 部 介 同 練 習 会

０ １ 月 ／ 群 馬 県I良等 学 校 文 化 連 盟

奸 計 町 沁 締 会

０ １ 月 ／ 第29(uI 関 東 地 区 高 等 学 校

囲 碁 選 手 権 大 会 出 場　 個 人 戦 印 十 囁 紀)

※ｎ 月 以 降 は予 定 で す 。

０ ５ 月／ 第40 川群馬県高等学校将棋選于権

大会　 団 休戦　 ⑨優勝(3 年 堤直人、

3年 横尾悠人､3 年 平間友枡)

０ ６月
………
………第1回将棋針力認定大 会

2年7 名丿年3ﾔ1 参加

０ ６ 月／賜2 帥｣|全国高等学校将棋竜工 戦

群馬県大 会　2 年7 名　 出場

０ ９月｡
／…
……第24 回関東地 区高等学校文化 連盟

将棋大 会群馬県予選　]年6 拡1 年3 名出場

Ｏ Ｈ 月／第19 回群馬県尚等学校将棋新ん人会

2年7こ名I､1年3名出場

高高同窓会報

０ ２ 月／ 第2回将棋棋力認定大 会

＊11 月以降 は予定

０ ４ Ｊ｣／ 八 木橋 鉄道 フェア( 埼玉 県熊 谷⑤ 参加

０ ４ 庄 ／Ｊ Ｒ 八 高 線 写 真 展 示 列 車 参 加

０ ８ 月 …………ダ示ﾘﾐ追〔1莫型 コ ン テ ス ト2013 特 別 賞

01丿J……ダ＼I ‘.ｲyｲ

○↓UIJ……∠ぺ7j19回群馬県高等学校総ゲ丈化祭

参 加

○第17川令国高校新聞年問紙面審査賞

優良賞

○第27回群馬県高校新聞コンクール知宇員

○群馬県高校桧今文化祭牲報新聞∩づﾄ諾 人｣

取材･編集

Ｏ｢高崎高校新聞｣･[高崎高校新聞

翠鸞MiniPrｅss]発行

○定期戦速報｢前高高高合同新聞｣発行

(県 立前橋高校新聞委仕会と合同製作)

ＯＮＴＩＫ杯全国高 校放送コンテ ス

テレビドラマ部門　 最 優秀賞

ト 県 大 づ

O ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト全国大会

テレビドラマ部門　士化巡盟賞

○県高校放送コンクール

○才一一ディオ･ピクチャー部門優良賞

04J｣ ．……”㈲の合同撮影会参加

０ ８ﾒj／第37回全国高等学校総合文化祭

(長崎大会)写真部門出品

01 叶L ／第30回群馬県高校写真展出品

3年　 登坂直紀

『琥珀鳥』最優秀賞

T闘志』優秀賞

(以上､関東大会への出品が決定)

『死守』人選

3年　 白石智人『ちょっと一息』

(関東犬会への出品が決定)

1年　四峯隆悟『空へj

01 且L／第12回群馬県高等学校弁論大会

2年　田島陸　優勝

○ 第61回県理秤研究発表会　発表２題

｢2013 ペルセウス座流星群観測結果報告｣

[高崎高校の地下を掘る]

１９



高高同窓会報

20

■平成25 年度教職員異動｛

副

副

八
７ｉ

ふ

７－

長 ⑤0

長( 新)

東京同窓会会長(旧)

(新)

高橋　俊雄

市川　敏美

服 計 人

市川

森泉

飯塚

高本

山本

敏美

孝行

堅
貝

凹 順

こ伴う役員人事及び同窓会役員人事

（副　校　長） 転出

（全日制教頭） 校内異動

（通信制教頭） 転出

性 的 側校長） 校内異動

（全日制教頭） 転入

（通信制教頭） 転入

１
｛

り
ぐ

62

期 ）

期 ）

新田暁高　校長へ

高崎高　副校長へ

太円高　教頭へ

高崎高　 教頭より

桐生女より

県教委文化財保護課より

■ 維 持 会 費 納 入を 何 故 お 願 い す る の か

甲子園出場となると1 億円を優に超える資金が集まり、甲子園のスタンドは同窓生であふれました。高々同窓

生の強い母校愛を感じます。現 在、侑所の判明されている同窓生は22,㈲O 名余りです。この全員の皆様に|司窓

会報と共に維栓会費前入用紙を送付しておりますが、何と納入率は例年10％前後、2,㈲O 名ほどに過ぎません。

2,000名の方々のご厚志を基に同窓会報の発行･送付に費用の50％を費やしております。貴重な所蔵本を朽ちら

さないためにデジタル収録を開始しております。これらを同窓会ホームページにて同窓生に見ていただくサービ

スの提供も検討しております。また母校を見ますと、県の予算が少なく補修費もままなりません。少しでも同窓

会からの支援で現役生徒･先生方が頑張 れる環境にしてあげられたらと同窓会本部では考えております。これ

らの活動には維持会費の資金がどうしても必要となっております。

今回維持会費の納入方法を大きく変えます。ご氏名･ご仕所も記載済みにてコンビニ･郵便局にて支払える

ように致しました。24時問営業のお近くのコンビニにて是非前人ください。住所及び金額増額等の変更がある

場 削 よ郵便局にお出かけください。

どうぞ同窓会発展･母校支援のために温かいご協力を宜しくお願い申し上げます。

⑤丿窓会本部幹事長　63 期　立見友孝）



Ｉ 開 催 日　２０１３年５月１２日(日)

■ 開催場所　サンコーフ２カントリークラブ

■ 参加人数　２２２名　■ 当番幹事期　フ６期

○団体戦

《グロスの部》

優　勝　８５期

準優勝　６６期

○ 個 人 戦

《ＮＥＴの 部》

332

335

０

０

《ネットの部》

優　勝　６フ期

準優勝　６９期

288

2 ＢＢ

４

４

氏　　 名 期別

一一６７

一 一

GROSS H[〕CP NET

臼井　　篤 ４１ ４２ ８３．０ １３ ．２ Ｇ９ ．８

嬰井　　　勝 ６２ ４レ ４５ ８７．０ １６ ．８ フ０ ．２

ご見　友孝 ６ ３

一一一

４１ ４５ Ｂ６．０ １５石 フ０ ．４

順位 氏　　 名

１ 石井　　 蕉

２ 柳井　　 胆

｜　　　　　　　　　　j　－J-

《ＧＢＯＳＳの 部 》

高高同窓会報

表 彰式 での様 子

順位 氏　　 名 期別

一 一

一一４２

GROSS －　－HDCP NET

一一　－フト6

コース別

１

一一　－２

＿_３

吉野　　 勉 ６ ９

一一一５ フ

－　　－フ ２

３Ｂ 80.0

一一ﾌ4.0

B.4 赤城･妙義

佐藤　和徳 ３５ ３９ 1.2 ﾌ2.8 榛名･妙義

中島　文明 ３８ ３８ ﾌ6.0 2.4 ﾌ3.B

一一

赤城･榛名

好天に恵まれ大変素晴らしい大会になりました。皆様のご協力により無事犬会運営が行えましたことに感謝申し上げます。

大変有り難うございました。 フ6 期　 根岸赴夫

〈退任者 ・転出者〉

理科　 清水　 哲郎

家庭　 曽根由美子

英語　 井田　 夕子

副校長　高橋　 俊雄

社会　 曽根　秀朗

数学　 新井　　 功

理科　 小野　 智信

体育　 長竹　　 潤

事務　 水村　　 宏

教頭　 市川　 敏美

靭(紐片白川　 知也

◆◆◆◆◆◆◆◆◆人 事 異 動 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆

退 職

退 職

退 職

新 田 暁 （ 校 長 ）

前 橋 南

渋 川

総合教育 セン ター指主

高 商

万 場

副 校 長

副 主 幹

〈新任者〉

教頭　 森泉　 孝行

社会　 飯出　 得男

社会　 井上　 貴志

理科　 岡田　 一朗

理科　 星野　 貴紀

体育　 渡部健一一郎

英語　 紋谷　 清実

家庭　 河田奈緒美

養護　 宮内　　 彩

事務　 福室　 秀和

桐 女

前 南

富 高

伊 勢 崎

館 高

県教委ｽ ﾎﾟｰﾂ 健康課

富 高

吉 井

地 公 臨

新 採 用

通信制

〈退任者 ・転出者 〉

社会　 真 下　 和彦

数学　 中島　 隆一

体育　 鈴木　 喜八

教頭　加藤富士人

事務　谷地田弘子

〈新任者〉

教頭　飯塚

社会　江原

数学　中島

体育　板橋

事務　茂木

( 平成２５年 度)

退職

退職

退職

太高教頭

前商

聡 詰 委文化財保護課

邦 博　 高 工 定

英 二　 下 仁 田

勝 弘　 清 陵 昼

悦子　 高 北

高崎高校同窓生がより使いやすく、よ ○親睦が図れるように

同窓会ホームページをリニューアルいたします。特に今回の特

徴としては、下記同窓会室所蔵本 邸デジタルブックやＰＤＦ

ファイルとしてホームページ上(jPad 等のタブレット端末も

含む)で順次閲覧ができるようになります。

・｢ 群馬｣( 明治３５年～)

・記念誌

・同窓会報

・翠轡体育会報 他検討中
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高高同窓会報

文 部 科学 大 臣 表 彰

文 部 科 学 大 臣 表 彰
万

、

言ﾌﾟﾄﾞ心Ｓ-……………………

方

伊

や

平成二十五 年。

〈文 化 功 労 者〉

舛岡 富士雄(61期)

〈大 臣 表彰 〉

厚生労働大臣表彰　山崎

永井

羽鳥

恒 彦(71期)

和 巳(71期)

進 一(現校長)

褒 章･ 叙 勲.ご受 章 者 ……(・ｌｌ)

〈春 の 叙 勲 〉

旭日双光章　牧元　弘 之(54期)

瑞宝小綬章　中里見正夫(52期)

瑞宝双光章　上原　 隆充(57期)

瑞宝双光章　金田　紺太(59期)

下村 博文

〈秋 の 叙 勲 〉

旭日小綬章　原　 浩 一郎(56期)

旭日小綬章　富岡　 桂三(60期)

旭日小綬章　友松　 敬三(61期)

瑞宝小綬章　秋谷　　 孟(60期)

瑞宝単光章　堀口　 克巳(68期)

講演会

《教育両生担当 東京オリンピック･パラリンピック担当》

平成25年6月8[]、第116 回創立記念式典として、本校ＯＢで現在文部科学大臣

を努める下村博文氏(72 期)による講演会が行われた。

｢心のス不ッチをＯＮ｣ にして、満足 のできる生き方を目指すこと

の大切さを高 高生 に熱心に語られた。｢意志あるところ必ず 道あ

り｣という言 葉から教育 行政 に対する飽くなき情 熱を強く感じると

ともに 各 人が将 来へ の夢 や希 望を強く抱くことができた充実し

た時 間となった。

～ す い ら ん ぶ ん こ ～

ＢＯＯＫ

ｔ

郡
島
ｔ

叉
屁

１４
　ｑ

Ｘ

４
　４

れ

Ｊ
驀

齢著書／作者

◆翠轡文庫について◆

翠鸞文庫は、著者または訳者が高崎高校の卒

業生及び関係職員であり、本人またはその関

係者から寄贈された図書で構成されています。

〈平 成２４年10 月１日～平 成２５年9 月３０日 〉

● 「正義の国」の日本人

●松岡外交　 日米開戦をめぐ る

国内要因と国際関係

●薮医の史実随感　 研究者が

老健医として診 た日本

●遷都の陰陽師　 迷宮城編

●私の履歴書

●崩壊マニフ ェスト

●知的財産権法概論

●知材、この人に聞く　VOI.４ 紋谷暢男

●知的財産権法の現代的課題

安 井　ｲ 建－( フ８期)

服 部　　 聡(８６期)

金井　芳之(59 期)

武内　　 涼(95 期)

柳津　　 清(４２期)

中島　 政希(フ1期)

紋谷　 暢男(５４期)

紋谷　 暢男(５４期)

紋谷　 暢男(54 期)

齢著書／作者

●知的財産権法・競業法論集

●知的財産権法と競争法の

現代的展開

●拡散する美術

●法華座鋪談儀講義

●「日本国憲法」なのだ！

改訂新版

●道標なき旅程

●詩集　夢幻

●秀吉を討で

紋谷　暢男(54 期)

紋谷　暢男(54 期)

浅井　俊裕(80期)

井出　存佑解説淀 旧 期)

永井　憲一(49期)

赤塚不二夫

枝窪　俊夫(6ﾌ 期)

角田　匡己(53 期)

武内　　涼(95 期)
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平成２４年度　通常会計決算

高高同窓会　予算決算報告

呼 成24 年1 月1日～平成24 年12 月3m ）

費 目 予算額 決算額 増　△減 備　　　考

前年訃6 の鮒 金 886,420 886,420 ０ 前年度

入　 会　 金 3ﾕ68,000 3,227,900 59洲0
浙目制32けI㈲皿川))

通信制25 卵 師200  出

維 持 会 費 6,㈲0,000 5,854,500△145,500 1866名

利　　　　息 980 977 △3

雑　 収　 入 44,600 1.9叫,800 1,860,200枚耽CD･甲俳 に 恰かぶ糾

合　 計 10,1㈲,000且,874,597↓,774,597

前年度から繰越金

校歌CD･甲子|乱i2念祐･yl=沁売LほZ

※繰越金の886,420円は√ﾄﾞ成23年度繰越金1,886.420円から特川余計へ
1,㈲0.000 円積み立てた浚の残高です。

費　目 予算額 決算額 残額 備　　　考

会　議　費 1,000,㈲0 787,000 213,㈲0新年総会準備ほか

祝　賀　費 850,000 822,333 27,667狽言訳且且肋
賤　別　 費 300,000 170,㈲0 130川0 23年度末離退任職川洲

慶　弔　 費 200川0 25,750 174,250

通信印刷費 420川0 424,249 △4,249
維打玄 費よ引足状一納 人礼状･

翠柳 会 館電話 代ほか

旅　　　 費 100,000 100,000 ０東京同窓会出席者旅費

会報発送費 1,550,叩0 1,540,224 9,776

同窓会報費 1,400川0 1ぶ↓㈲49 50,851

事　務　費 1邱O 川0 1,360,152 ↓39,8詣 鋼順川お前言か

同窓会長賞費 200,000 7↓,400 128程)0賞状･記念品ほか

補　助　費 1,6胆000 ↓,印0,000 ０ 翠鸞体育会吽 徒活動補助

環境整備費 5㈲,000 220,500 2八洲0 奸齢址ﾊﾞﾗ即維計顔

雑　　　　費 300川0 237,625 62,375絣計袖辻撒㈹か

特別会計積立 ０ 回00,000 △1,㈲0,000

予　備　費 180,000 ０ 180,㈲0

合　 計 10,100,000 9,708,382 391,618

平成２５年度 通常会計予算

高高同窓会報

(平成25 年1 月1日～平成25 年12 月31日)

費 目 今年度予算 前年度予算 増　△減 備　　　考

前年勣5瞬牡 2,166,215 88㈲20 1,279,795前年度から繰越金

入　 会　 金 3,168,000 3ﾕ68,000 ０ 争い絹人学生:320 名面･り90印

維 持 会 費 印00 川0 印00,000 ０

！

｜

利　　　　息 985 980 ５

｜

雑　 収　 入 肘生800 44,600 570即0
校歌CD･甲月刊記念ぷ1･

名簿 売上 はか

合　計 几950加0 皿100川0 1,850,叩0

費　目 今年度予算 前年度予算 増　△減 備　　　考

会　議　費 1,000,000 1,000,000 ０ 新年総会準備ほか

祝　賀　 費 850,000 850,叩0 ０ 題言廿付言舶か

賤　別　費 ]50,000 300,000 △50,000 2忖 度来離退任職則皆

慶　弔　 費 ↓00,000 200,叩0 △100,㈲0

通信印刷費 420,000 420 川0 ０
維持会費督促状･納人礼状･

翠柳公館電話代ほか

旅　　　　費 100,000 100 川0 ０ 東京同窓会出席者旅費

会報発送費 1,550,000 1,550印0 ０

｜
｜

同窓会報費 L頷O川0 1,400,㈲0 ０

事　務　費 2,5㈲,000 1,500,000 1,000,㈲0
事務職只人件費･事務川I卜

資朴 整理 留ほか

同窓会長賞費 1叫000 200,㈲0 △100坤0 劃か記念品ほか

補　助　 費 2,mO川0 1,600,000 500,000 翠檜体育会川熊 動補Rｶ

環境整備費 230.000 500,㈲0 △270,000 川縁川 竹 の維贈胆

雑　　　　費 3㈲,㈲0 300,000 ０ 維持会計 の振込于鮒･計

特別会計積立 1,000川0 ０ 1,00㈲00

予　 備　費 50川0 180,㈲0 △130,㈲0

合　 計 n,950,000 10よ)0,0001,850,000

ｉ

特別会 計積立

収入の部

支 出 の 音|５

前年 度からの 繰越 金　　　 １５,２５９,２８∠Ｌ円

平成２５年 度通常会 計よ０　　１,０００,０００円

利　 息　　　　　　　　　　　 ３,７１６円

八
□ 計

差引残高繰越金

１６,２６３,０００ 円

Ｏ円

１６,２６３,０００円

２３

収入総額(円)
１１,８７４,５９ フ

特別会計積 立

収入の部

支出の部

-

支出総額(円)
９,７ ０８,３ ８２

一

一 差引繰越残額(円)
２,１６６,２ １５

前年度からの繰 越金

平成23･24 年度通常会計より

利　 息

ふ
□ 計

当年度差引残額

１３,２５６,１５５円

２,０００,０００円

３,129 円

１５,２５９,２８４ 円

Ｏ円

１５,２５９,２８４ 円



平 成 ２６年 度 維 持 会 費 納 入 の お 願 い

同 封 の振込取 扱 票により､郵便局 又 はコンビニエンス

ストアにて納入いただきますようお 願いいたします。なお、

ご住 所 、金 額等を変更される場 合 は郵便局 での扱 いに

なります。(郵便局での 納入 は、できればＡＴＭのご利用 を

お願いいたします。)

jｋ

群馬県立高崎高等学校

同窓会報

発 行 人:佐藤　 和徳

編集委員:田端　 穣(54 期)

若山　 享(58 期)

新井重 雄(78 期)

吉永哲郎(54期)

熊野卓司 ㈲ 期)

闘根秀仁(82期)

大木紀元(58期)

立見友孝(63期)

同窓の皆様の多大なるご協力をいただき､会報第47 号が発刊できました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

御多忙の中、貴重な原稿やお写真をお寄せくださいまして、まことにありがとうございました。(編集委員)
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